




関西学院創立125周年記念 大学図書館特別展示会 

印刷技術と聖書
〜「読む」キリスト教への変容〜
同時開催：H.S.フォックスウェル文書と日本

2014年10月8日（水）−14日（火）

丸善・丸の内本店4Fギャラリー（丸の内oazo内）

主催：関西学院大学図書館   
協力：慶應義塾図書館   
協賛：丸善株式会社 / 大日本印刷株式会社

表紙は、資料No.56『多言語聖書（Biblia Sacra Polyglotta ）』をモチーフにしている。

10月12日（日）午後2時〜3時
● 聖書挿絵を「読む」　
関西学院大学 神学部教授　水野 　一

10月13日（月・祝）午後2時〜3時
● H.S.フォックスウェル文書と日本　 
関西学院大学 経済学部教授　井上 　智

〈 ギャラリートーク 〉

琢

関西学院が創立され今年で125年を迎えたことを記念し、昨年度より様 な々関連行事が

開催されています。今回、関西学院大学図書館の特別展示会として『 印刷技術と聖書 

～「読む」キリスト教への変容 ～』を、丸善・丸の内本店ギャラリーで開催させていただける

ことを大変喜んでおります。

関西学院大学図書館は、1889年に神戸の東郊原田の森にその前身である関西学院書

籍館が設立され、1929年に現在の西宮上ケ原キャンパスの時計台内に大学図書館として

開館しました。その後、1997年に時計台の後ろに現在の大学図書館が建設され、今日に

至っています。

この間、大学図書館では、本学の建学の理念であるキリスト教主義教育に基づく教育・

研究に資するための貴重書・資料を蓄積してきました。なかでも、キリスト教関係の文書、と

りわけ聖書を収集、保管、研究し、その成果を社会に公開することは、本学にとって重要な

業であり、また社会的な責務と考えています。

今回の展示では、その中からルネサンスの三大発明の一つであるグーテンベルクの活版

印刷術によって最初に印刷された聖書の一部を展示するほか、各時代の象徴的な聖書、関

連資料を慶應義塾図書館のご協力を得て展示させていただきます。こうした聖書が、近代

技術の成果として生み出され、それによって人 の々キリスト教観に変化を及ぼし、プロテスタ

ンティズムと文字文化が世界や日本に拡大する契機となったことは、人類史の大きな変化で

あったことを実感していただけるでしょう。

また、同時開催として「H.S.フォックスウェル文書」を国内で初めて展示いたします。こ

の文書は近代経済学を生み出した錚 た々る経済学者たちが、イギリスの経済学者フォックス

ウェルと交わした書簡類を中心とした私文書コレクションです。今回は大学図書館が所蔵

しているもののうち、特に幕末から明治期初期の日本および日本人と関係の深いものを中

心に展示します。これもまた世界市民の育成をめざす関西学院にとって、国際的な意義の

あることと思います。

この展示会に際しましてご協力をいただいた田村俊作慶應義塾図書館長および慶應義

塾図書館の皆様、聖書、キリスト教学の資料など展示内容についてご指導いただいた本学

神学部の水野　一教授、H.S.フォックスウェル文書についてご指導いただいた経済学部の

井上　智教授（前学長）に深く感謝申し上げます。

最後になりますが、展示会開催全般にわたりご協力をいただいた丸善株式会社様並びに

大日本印刷株式会社様に心からお礼申し上げます。

ごあいさつ

2014年10月

関西学院大学図書館長

奥野 卓司

琢



関西学院創立125周年にあたり、慶應義塾図書館を代表して心よりお慶びを申し上げま

す。また、これを記念して開催される同大学図書館特別展示会に義塾図書館より貴重書を

出品する機会をいただき誠に光栄に存じます。このような機会を設けていただいた関西学

院大学の皆様、関西学院大学図書館の皆様、そして本展示会に関係された皆様にこの場

を借りて厚く御礼申し上げます。

慶應義塾大学では、ヨハン・グーテンベルクによる西洋最初の印刷書である42行聖書を起

点とする西洋初期刊本（インキュナブラ）や写本の書誌学研究が文学部を中心に活発に行

われています。この研究のための書物は長年に渡り貴重書として義塾図書館に収蔵され特

徴あるコレクションを形成してまいりました。このコレクションには聖書をはじめとして、キリスト

教文化の象徴とも言える宗教書が数多く含まれています。本展示会では義塾図書館のコレ

クションの中から、企画・監修にあたられた関西学院大学神学部教授 水野　一先生によっ

て厳選された書物を出品させていただきました。

一般に書誌学研究では、個別の書物の研究が学術的に重要である一方、特定の研究

テーマのもとに構成された書物群が比較研究などの方法論によって個 の々書物のみではで

きない学術的に重要な価値を生み出します。これは時として単一の図書館に収蔵された書

物群だけでは成しえないことであり、多くの研究者が世界中の図書館を巡って書物の研究に

取り組む所以でもあります。情報通信技術の発達した現代においては、地理的な制約を受

けない高精細画像データを活用した国際的な研究プロジェクトも活発に行われていますが、

やはり実物には何者にも代えがたいものがあります。実物に出会う機会として、展示会は現

代においてますます重要性を増していると言えましょう。

本展示会において『印刷技術と聖書 ～「読む」キリスト教への変容～』というテーマのもと

に、関西学院大学図書館の貴重な書物群と義塾図書館の書物が一堂に会することは、学術

的にも、そして本展示会を鑑賞される多くの方 に々とっても貴重な機会となることでしょう。最

後まで存分に書物の競演をお楽しみください。

ごあいさつ

2014年10月

慶應義塾図書館長
慶應義塾大学文学部教授

田村 俊作
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活版印刷という最新技術を使って最初に出版されたのは聖書でした。それは

聖書がヨーロッパ文化において最も重要な、社会の基礎となる書物であったから

ですが、その後のキリスト教に与えたインパクトを考えると、聖書の出版は象徴的

な出来事であったとも言えます。

写本で作成されていた時代には稀少で高価であった聖書や信仰に関する書

物が、徐々に、より多くの人が手にすることのできるものとなり、キリスト教を「理

解」するために本を「読む」ようになりました。キリスト教徒もそうでない者も、書物

を重要視して利用しました。それによって、キリスト教は、今日イメージされるよう

な書物や知識を重視する宗教へと変容させられ、同時に、キリスト教信仰の内面

化、個人化も進められました。聖書の印刷は、このようなキリスト教の「変容」の

端緒となったのです。

グーテンベルク『42行聖書』からおよそ1世紀後、16世紀プロテスタント宗教改

革の時代、プロテスタント側の主張も、カトリック側の主張も、印刷され、パンフレッ

トの形で流布することになりました。

ルターは民衆の理解できるドイツ語に聖書を翻訳しましたが、これに影響を受け

て、各国語でも聖書が翻訳されるようになりました。特に、英語聖書の歴史は長

いのですが、それまでに出版された聖書の翻訳を参照して作成された1611年出

版の『欽定訳聖書』は広く受け入れられ、シェイクスピアの作品と共に近代英語

の文体形成に寄与するなど、影響も大きく、その後400年以上にわたって親しま

れ続けました。

18世紀になると印刷物はキリスト教においてさらに重要になり、単に主張の拡

大のためだけでなく、信仰理解を深めるためにも用いられるようになりました。特

展示にあたって

関西学院大学 神学部教授

水野 　一

　司教補佐はしばらく黙ってその巨大な建物をながめていた
が、やがて溜息を一つつくと、右手を、テーブルにひろげてあっ
た印刷書のほうへ伸ばし、左手を、ノートル＝ダム大聖堂のほう
へ差し出して、悲しげな目を書物から建物へ移しながら言った。

「ああ！ これがあれを滅ぼすだろう」

印刷技術と聖書
〜「読む」キリスト教への変容〜

　　　　　　　　　　　〈ヴィクトル・ユゴー『ノートル＝ダム・ド・パリ』（辻昶、松下和則訳）〉
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活版印刷が発明されるまで、書物はすべて、写字生によっ

て書き写されていました。それも、紙にではなく、動物、主に

羊の皮をなめして作るヴェラム（羊皮紙）に記されていました。

写本の作成の中心となっていたのは修道院で、聖書や時祷

書などが書き写され、章頭の文字は細密画（ミニアチュール）

で飾られ、欄外には、植物をモチーフにした飾りなどが書き込

まれました。

活版印刷という新技術によって最初に印刷されたのは、聖

書でした。そのことは、聖書がヨーロッパ社会において持って

いた大きな役割を思わせます。それとともに、分量が多く、

従って、多くの活字を必要とする聖書は、印刷という新技

術の能力を証明できる、やりがいのある文書でもあったので

す。文字や版組はそれ以前の手写本を模し、章頭の文字

や余白に彩色挿絵が施されるなど、写本の再現が期され

ていたことが分かります。印刷技術の進展によって、挿絵

を入れたり、欄外に注釈や解説を書き込んだりすることが可

能になりました。こうして、聖書とその解釈が、より多くの人

によって読まれる時代が切り拓かれたのです。

Ⅰ
『42行聖書』とインキュナブラ

に、ジョンとチャールズのウェスレー兄弟によって始められたメソジスト運動では、

ウェスレーの神学的主張や説教が「トラクト」と呼ばれるパンフレットによって広めら

れるとともに、信徒が読むべき書物が選定され、推薦されました。ウェスレーが推

薦した書物は A Christian Library という叢書として出版されました。こうして、

キリスト教は、「読む」宗教、また、書物によってその主張を伝える宗教となったの

でした。

このような発展の必然の結果として、19世紀にプロテスタントが日本に宣教した

折は、聖書の日本語訳をもってキリスト教を広めようとしました。一方、すでに独自

の出版文化を持ち、発展させてきた日本では、キリスト教に反対し、反駁しようと

する書物も出版されることになったのでした。

印刷という手段が生まれたことで、聖書本文の伝達についての研究（本文批

評）が進められることになりました。エラスムスは、新約聖書の写本を校訂して、オ

リジナルと考えられる本文を再構成し、1516年に出版しました。これは、ルターに

よる聖書の翻訳や『欽定訳聖書』の底本となりました。聖書の学問的研究はそ

の後さらに発展し、現在では、校訂本を底本として聖書の翻訳が作られていま

す。関西学院は、伝統的に聖書の研究が強いと評価されており、聖書学、聖書

本文批評学や聖書解釈学などにおいて多くの研究者を輩出してきました。

一方、印刷によって聖書を個人でも所有できるようになったことで、美しい印

刷、装丁のものが作られ、家族用、また蔵書家用として愛蔵されるようになりまし

た。聖書は、家庭で、家族がそろって読むものとして推奨され、家庭生活の中心

に置かれることになったのです。

冒頭の引用で、司教補佐クロード・フロロは、1474年にアントン・コーベルガーが

出版した、ペトルス・ロンバルドゥス『聖パウロ書簡集注釈』を指さしながら、「書物

が建築物を滅ぼすだろう」と嘆息しました。ユゴーによれば、その意味は、「知

性が教義の足もとを掘りくずし」て、信仰が教会のコントロールから自由になること

を予見しているということでした。そして、新しい思想が紙の書物に記されていく

ことを、フロロは予感していたというのです。

フロロの言ったような「印刷物が教会を滅ぼす」ということはなかったかもしれま

せん。しかし、印刷技術の出現とその利用によって、確かに、キリスト教はそれま

でのあり方から変容することを余儀なくされたのです。この展示では、印刷技術

がキリスト教に与えたインパクトを、さまざまな面から概観します。

図版解説凡例      
 1.　洋書の日本語タイトルは、文献等を参考に付与した。   
 2.   タイトルに続けて簡易な書誌事項を掲載した。    
　   書誌事項は、タイトル、出版地、出版者（又は印刷者）、出版年を掲載し、 
　   不明なものについては、省略した。     
 3.   No.2・No.4・No.5・No.19・No.68・No.69の資料は慶應義塾図書館所蔵である。
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Ⅰ
1 グーテンベルク印行「42行聖書」（原葉2枚）

Biblia Latina, 42 lines (Gutenberg Bible)

Mainz・Johann Gutenberg and Peter Schöffer・1455?

ドイツ・マインツの金細工師ヨハン・グーテンベルク（ Johannes Gutenberg, ca.1397-1468）が発明

した活版印刷術は、書物の大量生産を可能にし、ルネサンス期のヨーロッパ世界に情報革命をひき

起こしました。『42行聖書』ははじめて印刷された聖書（本文は『ウルガタ』、No. 72参照）で、 1455

年頃に180部作成されたと言われています（そのうち、現存するものは48部（完本並びに不完全本を

含む）。この数に原葉は含まれない）。ほとんどのページが42行で組まれていることから『42行聖書』

と呼ばれています。

紙の大きさや、さらには本文の印刷後に、職人が手書きでイニシャル・朱書き、彩飾を施してい　

ることなどに、それまでの写本をモデルにして作成にあたったことがうかがえます。

写真の『42行聖書』は上下２巻出版されたうちの下巻の第145葉と第146葉にあたります。本原葉は

２枚続きの４ページからなり、旧約聖書の12預言書中のホセア書11章９節から最後（14章10節）までと

ヨエル書の全文（１-３章。新共同訳では１-４章）が含まれています。この２葉は、1828年にドイツ西

部のトリアー近郊にあるオレビックの農家で、第１巻は63葉、第２巻は261葉のみといった不完全な状

態で偶然に発見されたものの一部です。
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Ⅰ
3 グーテンベルク印行「42行聖書」（ファクシミリ版）

Biblia Latina, 42 lines (Gutenberg Bible)

München・Idion Verlag・1977-1978

現存する『42行聖書』の中で最も美しい聖書の一つとして名高い、ベルリン国立プロイセン財団図

書館所蔵本（上下巻）とフルダ州立図書館所蔵本（上巻のみ）のファクシミリ版です。通称「ベルリン／

フルダ版」として知られています。ベルリン国立プロイセン財団図書館所蔵本の豪華な装飾はライプ

ツィヒで施されたもので、16世紀の革の装丁を残しています。元 は々選挙侯（神聖ローマ帝国におい

て、皇帝の選挙権を有した諸侯）一族が所有していたものと考えられていますが、 1752年以前の来

歴は不明です。

2 旧約聖書 エゼキエル書（写本零葉）
Bible. O.T. Ezechiel 

慶應義塾図書館所蔵

East Anglia, England・1345?

旧約聖書のエゼキエル書の断片です。本断片は、オックスフォード大学ボドリアン図書館に所蔵さ

れている断片写本（Bibl. Lat. B.４）に属していたものの一部と考えられています。上質のヴェラム（羊

皮紙）にゆったりと丁寧に書かれ、章のはじめのイニシャルEには見事な装飾が施されています。フォ

リオ番号の「329」は、 18-19世紀の筆跡で記されているため、この巻が現在のようなかたちで分散し

たのは近年のことであると確認できます。『42行聖書』と並べると、グーテンベルクが手写本を模して

印刷の版組を考え出したことが明らかになります。
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Ⅰ

本書は、グーテンベルクの資金援助者であった金融業者のヨハン・フスト（ Johann Fust, ca.1400-

1466）が、グーテンベルクとの業務提携を解消した後に、自らの娘婿でグーテンベルクの下に弟子入

りしていたペーター・シェッファー（ Peter Schöffer, ca.1425-ca.1503）とともにグーテンベルクの印刷

所を引き継いで製作した『詩編』です。そのため、印刷に用いた印刷機およびその他の機材は、『42

行聖書』を印刷したものと同じと考えられます。特に本書で用いられている新しい活字体は、数ある

インキュナブラのうちでも白眉と言われており、おそらくはグーテンベルクの手によるものと思われま

す。本書は、「コロフォン（奥付）」と呼ばれる、日付（1457年８月14日）、印刷者（フストおよびシェッ

ファー）が入った最初の印刷物ですが、そこにグーテンベルクの名前はありません。

5 フスト＝シェッファー印行「聖詩編」（「マインツ聖詩編」 断簡）
Psalterium cum canticis et hymnis 

慶應義塾図書館所蔵

Mainz・Johann Fust & Peter Schöffer・1457

ヴェラム（羊皮紙）に書かれた旧約聖書の創世記の断片です。創世記は旧約聖書における最初の

書です。本断片は、10世紀後半に低地地方（フランドル、ネーデルラント）にて制作されたものと考え

られています。フランドル地方は中世以降商業が発展し、西ヨーロッパにおける先進地域のひとつでし

た。フランク王国のカール大帝の時代に流行したカロリング体を用い、黒インクで書写されています。

4 旧約聖書 創世記（写本零葉）
Bible. O.T. Genesis

慶應義塾図書館所蔵

9--  
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Ⅰ

印刷技術によって、人々が自らの考えを世に広く知らせるこ

とが可能になりました。それを積極的に用いたのが、16世紀

に起こったプロテスタント宗教改革でした。マルティン・ルター

（Martin Luther, 1483 -1546）が1517年10月31日、ヴィッテ

ンベルク城教会の扉に張り出した『贖宥の効力を明らかにす

るための95箇条の提題』は、最初、神学的な討論を行うため

のテーマを提示したものでしたが、印刷されて広く行き渡り、多

くの人の目に触れることとなりました。プロテスタントもカトリック

も、自分たちの正当性を主張し、また、相手方の非を伝える

ために、印刷物、特にパンフレットを用いるようになり、それは

しばしば、非難合戦の様相を呈するようになりました。

ルター自身も、自らの考えを論文や説教の形で著し、小

冊子で配布するという戦略を積極的に用いました。この16

世紀プロテスタント宗教改革以降、キリスト教、ことにプロテ

スタントは、聖書をはじめ、印刷された書物によって、その教

えを広め、伝えるようになっていったのです。

（ルターの著作８点に付けられた「WA」で始まる数字は、

ヴァイマール版ルター全集の所収巻とページを表しています。

【例】WA６：404 - 469＝ヴァイマール版ルター全集第６巻

404 -469ページ）

Ⅱ
16世紀プロテスタント宗教改革

6 コーベルガー印行ラテン語聖書（サン＝シェールのユーグによる注解付き）
Biblia cum postillis Hugonis de Sancto Charo

Basel・Johann Amerbach, for Anton Koberger・1498

グーテンベルクによる活版印刷の発明は時を置かずしてヨーロッパ中に広がり、15世紀末には各

都市に有力な印刷業者が誕生しました。アントン・コーベルガー（Anton Koberger, ca.1445-1513）も

そのひとりで、ニュルンベルクで活躍しました。本書を出版したコーベルガーの印刷所は、最大100

人の植字工と印刷工が24台の印刷機を使って200点以上の書物を印刷・出版したと言われ、同時代

で最大の印刷業者とも称されています。コーベルガーの出版物としては、同郷の人文学者ハルトマ

ン・シェーデル（Hartmann Schedel, 1440-1514）の『ニュルンベルク年代記（Liber chronicarum ）』が

よく知られています。本書は1498年にバーゼルで出版された、聖書への注解です。聖書本文を取り

囲んで、サン＝シェールのユーグ（Hugues de Saint-Cher, ca.1200-1263）による注解が印刷されてい

ます。ドミニコ会士で1244年には枢機卿になったユーグは、本書の他にも、聖書の異読を集めた書

物（Correctio Bibliae ）や聖書の語句索引（Concordantiae Sacrorum Bibliorum ）を著しています。
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8 善きわざについて

Von den guten Werckenn

Wittenberg・Melchior Lotther・1520?

本書は、1520年に書かれたマルティン・ルターの「宗教改革三大文書」と呼ばれる著作のひとつで

す（他の２冊は『教会のバビロニア捕囚について』『キリスト者の自由』）。富と権力に堕落して、もはや

「反キリスト」と見なさざるを得なくなったカトリック教会の世俗的な地位と財産を批判し、聖書に基づ

いて一人ひとりが祭司であるとする考え方（万人祭司説）を主張し、教会改革の必要を説いています。

内容は具体的で、当時のドイツ諸邦の問題点27項目を列挙し、それらを改善する方法を示していま

す。さらに、「ローマの三つの城壁」としてカトリック教会のあり方を批判して、聖書に根拠がなく、打

倒すべきものと主張しています。【WA６：404-469】

「宗教改革三大文書」に先行して1520年５月に出版された本書は、ルターの福音主義に基づいて、

キリスト教倫理の原則をわかりやすく説明したものです。タイトルの「善きわざ」とはキリスト教信者と

しての「よい行い」を示しており、その第一は言うまでもなく、キリストを信じる「信仰」です。この「信

仰」から何が「善きわざ」で、何がそうではないかを識別しなければならないと考えられています。ル

ターは、旧約聖書出エジプト記に記されている「十戒」と「善きわざ」との関係を、具体的な例を引きな

がら分かりやすく説明し、「善きわざ」がよい人間をつくるのではなく、よい信仰が「善きわざ」を生み

出すと強調します。本書の課題は、「宗教改革三大文書」の最後の著作、『キリスト者の自由』第２部

における「キリスト者の愛」へと受け継がれることになります。【WA６：202-276】

7 キリスト教界の改善に関してドイツのキリスト者貴族に与える書
An den Christlichen Adel deutscher Nation von des Christlichen 
Standes Besserung

Leipssgk・Wolffgang Stöckel・1520
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9 10これまでのルターの教義に関するパリ大学神学部の判断 ： 

パリの判断に対するルターの弁明
詩編67（68）編のドイツ語による解釈 ：
イースター、昇天日、ペンテコステについて

Determinatio theologicae facultatis Parisien super doctrina Lutheriana hactenus 
per eam visa, Apologia pro Luthero adversus decretu[m] Parisiensium

Deutsch Auszlegu[n]g des sieben un[d] sechtzigste[n] Psalme[n] : 
vo[n] dem Ostertag, Hymelfart und Pfingsten 

Wittembergae・1521 1521?

ルターがヴィッテンベルク城教会の扉に張り出した『95箇条の提題』は、「贖宥（免罪符 ）」の効力に

ついて神学的な討論を行うためのテーゼを記したものでした。その後の論争がルターの望んだもので

あったかどうかは不明ですが、1518年にはハイデルベルクで開かれたアウグスティヌス修道会の総

会で、 1519年にはヨハン・エック（ Johann Eck, 1486-1543）を相手にライプツィヒで、討論に臨むこ

とになります。本書には、パリ大学神学部の教員によるルターの神学的主張に対する意見と、それ

に対するフィリップ・メランヒトン（Philipp Melanchthon, 1497-1560）の反論とが掲載されています。

メランヒトンは、ルターの協力者としてプロテスタントの神学の体系化に大きな功績があった人物です。

【WA８：267-312】

ルターは1512年に神学博士となり、ヴィッテンベルク大学神学部で聖書の講義を始めます。それは

詩編から始まり、ローマの信徒への手紙、ガラテヤの信徒への手紙、ヘブライ人への手紙へと続け

られていきます。これらの講義の準備を通して、ルターの「信仰義認」という神学が形成されていっ

たと考えられます。また、1518年冬学期から始められた『（第２回）詩編講義』は印刷され、学生を

超えて広く読まれるようになりました。聖書の講義はルターの存命中続けられ、やがては聖書全巻の

翻訳に結実します。本書は、詩編67編（『ウルガタ』の番号、現在の聖書では68編）のドイツ語訳に

その神学的な意義を論じる注解が付けられたものです。【WA８：４-35】
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11 「これはわたしのからだである……」とのキリストの言葉は

熱狂主義者たちに対してなおも固く立つ
Das diese Wort Christi (Das ist mein Leib etce) noch fest stehen 
widder die Schwermgeister

Wittemberg・Michael Lotther・1527

No.11とNo.12の２冊は、「聖餐」に関するルターの著作です。「聖餐」とは、キリストが最後の晩餐

の折に「このように行え」と命じた（マルコによる福音書14章22節とその並行箇所）ことに基づく、パン

とぶどう酒を分かち合う儀式です。ルターは、キリストによって制定された儀式（「聖礼典」）は「洗礼」

と「聖餐」の２つだけとし、それまでのカトリック教会における、「秘跡」を７つとする考え方に反対しまし

た（「秘跡」のうち他の５つは「堅信」「結婚」「叙階」「懺悔」「終油」）。

聖餐をめぐる理解は宗教改革の当初から議論の的となっており、本書は、プロテスタント陣営であ

りながら見解の異なる、フルドリッヒ・ツヴィングリ（Huldrych Zwingli, 1484-1531）やエコランパディウ

ス（Johannes Oecolampadius, 1482‐1531）を厳しい調子で批判したものです。【WA23：64-283】

ルターは、聖餐のパンが、形相はパンのままで実質はキリストの体に変化するというカトリック教会

の「実質変化説 」に反対し、パンはパンのままで、そのパンと共にキリストの体が現存するとする「共

在説 」を主張しました。しかしこれによって、プロテスタント陣営内での意見一致も難しくなりました。

ルターは、何冊も聖餐に関する著作を残していますが、本書は、ルターの聖餐論にとって重要な書

物と考えられています。この1528年の『キリストの聖餐について』では、ツヴィングリの聖餐論への批

判から始めて、キリストの遍在を説き、キリストの制定の言葉「これはわたしのからだである」をその

ままに受け止めることが必要だと述べています。また、「信仰告白」の部分は、後の『アウグスブルク

信仰告白』（No.16）にも影響を与えたとされています。【WA26：261-509】

12 キリストの聖餐について、信仰告白
Vom Abendtmal Christi, Bekendtnis 

1528
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イエスをキリストと告白したペトロに対して、イエスが「天の国の鍵を授ける」と言ったことから（マタ

イによる福音書16章19節）、「鍵」とは、教会の持つ指導（牧会、司牧）的、教育的な務めを指すよう

になりました。特に、カトリック教会は、この聖書箇所を教皇権の根拠として用い続けてきました。本

書においてルターは、独自の解釈により、教会には悔い改める人 の々罪を許す権威が与えられている

が、それは教皇個人のものではなく教会全体の権威であり、神の言葉を正しく宣べ伝えることによっ

て実行されるものであると主張しています。【WA30.2：465-507】

デジデリウス・エラスムス（Desiderius Erasmus, ca.1466-1536）によって校訂された新約聖書のギ

リシア語原典第２版（1519年、No.55）を入手したルターは、ヴァルトブルク城にこもり、新約聖書の翻

訳に取り掛かります。1522年９月21日にそのドイツ語新約聖書は出版されましたが、表題には翻訳者

の記載はありません。出版されたのが９月であったことから、この新約聖書は通称『９月聖書』と呼ば

れています。

『９月聖書』出版後、ルターは旧約聖書の翻訳に取り組みましたが、特に1530年には翻訳だけで

なく、詳しい注を付けた、『ダニエル書 』とこの『エゼキエル書38章、39章 』が発表されています。

【WA30.2：223-226】

13 14鍵（の務め）について エゼキエル書38章、39章　ゴグについて
Von den Schlüsseln Das XXXVIII und XXXIX Capitel Hesechiel vom Gog 

Wittemberg・1530 Wittemberg・Nickel Schirlentz・1530
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15 「ルター訳聖書」木版挿絵入り（ファクシミリ版）

Die Luther-Bibel von 1534 : Vollständiger Nachdruck

Köln・Taschen・2003

本書は、1534年にマルティン・ルターによってドイツ語に訳出された新約、旧約の聖書完本のファ

クシミリ版（2003年）です。1522年に『９月聖書』を出版して以来、旧約聖書の各書を順次出版し、同

時に新約聖書や先に出版された旧約聖書各書を改訂するという、地道な翻訳作業が続けられていま

したが（No.14参照）、旧約聖書（旧約聖書続編を含む）、新約聖書の完本が1534年10月にヴィッテ

ンベルクで出版されました。表題には『聖書、すなわち、ドイツ語による聖書全巻（Biblia, das ist die 

gantze Heilige Schrifft Deudsch ）』とあり、ルターの名前も書かれています。この聖書は広く読まれ、

ルター訳聖書のドイツ語が、やがて今日のドイツ語の起源となっていきました。

本書は、フィリップ・メランヒトンによる『アウグスブルク信仰告白（Augsburg Confession ）』と『アウ

グスブルク信仰告白の弁明（Apologia Confessionis ）』を合本にしたものです。『アウグスブルク信仰

告白』は、福音主義（プロテスタント）の信仰の要点を述べたもので、1530年にローマ皇帝カール５世

（Karl Ⅴ, 1500-1558）を迎えて開かれたアウグスブルク帝国議会に提出されました。メランヒトンの

文章は非常に慎重なもので、巧妙にカトリック教会との論点を避けて論じられていましたが、それでも

カトリック教会からの反発を招き、『アウグスブルク反駁書（Confutatio Augustana ）』が提出されること

になります。これに対して、メランヒトンは『弁明』を提出し、両者の対立は決定的なものとなります。

この議会でプロテスタント諸侯とカトリック諸侯の対立が鮮明になり、プロテスタント諸侯は1531年に

シュマルカルデン同盟を結成します。

16 アウグスブルク信仰告白・アウグスブルク信仰告白の弁明
Confessio odder Bekantnus des Glaubens etlicher Fürsten und Städte  : 
Uberantwort Keiserlicher Majestat zu Augsburg, Anno MDXXX  . 
Apologia der Confession

Wittemberg・Georgen Rhaw・1531
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本書は、ルター派の立場から編まれた最初の教会史として貴重な文献です。ルター派のマティア

ス・フラキウス・イリリクス（ Matthias Flacius Illyricus, 1520-1575）が編者となり、複数の学者によっ

て執筆されました。各巻は百年単位で執筆され、第１巻は紀元１世紀、第２巻は２世紀というように区

切られていますが、各巻の内容は年代順に記されているわけではなく、主題別になっており、宣教

や迫害の様子、または教義などが論述されています。厳格ルター主義と反教皇主義によってまとめら

れており、キリスト教が次第に教皇という「反キリスト」の支配のもとに下り、最後には、ルターによっ

て、「新約聖書の純粋なキリスト教」が解放される様子を描いています。

本書は、デンマークにおいて名君と言われた国王クリスチャン４世（Christian Ⅳ, 1577-1648）に

よって、1633年に王立出版局から出版されたデンマーク語聖書です。当時の印刷技術を駆使した美

しい出版物で、銅版画による国王の肖像画のほかに、銅版画３枚、木版画64枚が本文中に挿入さ

れています。大型のフォリオ（二つ折）版による教会用聖書としては、デンマークにおける最後の出版

物となりました。本文は、ルター訳によるドイツ語聖書からの重訳改訂版です。本書に先立つことほ

ぼ100年前の1536年に、クリスチャン３世（Christian Ⅲ, 1503-1559）の手によりいち早く導入がなされ

て以降、デンマークはルター派のプロテスタントとしての立場を固持していました。そのため、クリス

チャン４世の時代には、ドイツ国内のカトリック派諸侯との宗教的な対立から三十年戦争に参戦し、ま

た晩年にはスウェーデン王国からの侵攻を受けるなど、デンマークの国力を衰退させてしまいました。

一方で、コペンハーゲンやオスロなど今日の北欧を代表する都市を建設するなどの功績も残しました。

17 18マグデブルク教会史 クリスチャン４世デンマーク語聖書
Ecclesiastica historia, integram ecclesiae Christi ideam, ... per aliquot studiosos 
& pios viros in urbe Magdeburgica ...

Biblia : det er, Den gantske Hellige Scrifft, paa Danske igien offuerseet oc 
prentet effter vor allernaadigste Herris oc Kongis K. Christian den IV ...

Basileae・Ioannem Oporinum・1554?-1574 Kiøbenhaffn・1633
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国王の離婚という独自の理由でローマ（カトリック）教会か

ら分離したイングランド教会（英国国教会）は、16世紀プロテ

スタント宗教改革で主張された教えを取り入れ、改革を進め

ることになります。聖書と『 祈祷書（The Book of Common 
Prayer ）』を中心に置き、書物に基づいて、すべての信徒が

キリスト教信仰を理解し実践するという形式を確立させまし

た。特に、1611年出版の『欽定訳聖書（The Authorized 
Version ）』と1662年出版の『 祈祷書』（第5版、初版は1549

年）は、その後300年以上英語圏で広く用いられ、宗教的、

心情的な表現の源泉となりました。これらで用いられた表現

は、現在でも英語の一般的な表現として定着しています。

ルターの影響を受けたティンダルによる翻訳が英語聖書

出版の嚆矢となりましたが、ティンダル訳は様々な改訂を受

けて、その後の『 欽定訳聖書』にまで影響を与えています。

また、カトリックへの復帰を図ったイギリス女王メアリー１世

（Mary Ⅰ, 1516 -1558）による迫害を逃れたピューリタン

が作った『ジュネーヴ聖書（The Geneva Bible ）』は広く

受け入れられ、親しまれましたが、イギリス王ジェームズ１

世（James I, 1566 -1625）はこれを嫌い、これに対抗する

ために､『 欽定訳聖書 』の作成を命じたとも考えられてい

ます。

1549年『 祈祷書 』の成立には、トーマス・クランマー

（Thomas, Cranmer, 1489 -1556）が大きく関与しました。

『 祈祷書 』に記されている儀式やその言葉遣いは国教

会派、非国教会派を問わず、大きな影響を与えました。英

語圏のキリスト教の影響を受けている日本のプロテスタント

教会の儀式にも、その影響を見てとることができます。メソ

ジスト運動を始めたウェスレー兄弟はイングランド教会の聖

職者であり、『 祈祷書』に親しみ、大切にしていたと言わ

れています。

Ⅲ
『欽定訳聖書』とその周辺  
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20 ティンダル訳聖書（リプリント版）

The New Testament 1526

London・D. Paradine Developments・1976

最初の聖書英訳の試みは、 1370年代頃にオックスフォード大学の神学者・哲学者であったジョン・

ウィクリフ（ John Wycliffe, ca.1320-1384）とその弟子たちによるもので、聖書の全体もしくはその一部

が翻訳されたと言われています。ラテン語が教会の言葉とされていた当時の社会では、聖書を英訳

するというウィクリフの試みは非常に危険なものと考えられました。ウィクリフはその死後の1415年に

異端とされ、著書は焼かれ、墓はあばかれました。

なお、ウィクリフの弟子のひとりであるオックスフォードの同僚ニコラス・ヘレフォード（Nicholas 

Hereford, ca.1345-1420）が主に翻訳に関わったものを初期版、その後1390年代前半にかけてウィク

リフの個人的な助手であったジョン・パーベイ（ John Purvey, ca.1354-1414）が改訂したものを後期版

と呼称しています。本写本は後期版テクストの縮約版です。損傷が著しいものの史料的価値はきわ

めて高く、本写本の残りの部分は、アメリカ・カリフォルニア州にあるハンティントン・ライブラリー（The 

Huntington Library）に所蔵されています。

はじめて出版された英訳の新約聖書です。オックスフォード大学の学生であったウィリアム・ティン

ダル（William Tyndale, ca.1494-1536 ）は、マルティン・ルターのドイツ語新約聖書に影響されて、

英語聖書の出版を志します。しかし、当時のイギリスでは聖書の英訳は厳しく禁止されていたため、

ティンダルはドイツに移住し、身を隠しながら新約聖書を翻訳しました。1525年頃にケルンで印刷を

開始しましたが、当局に発覚したため完成せず、翌1526年にヴォルムスで判型をやや小さくしたもの

を印刷し、出版しました。英国にも密輸入されましたが、激しい焚書にあったために現在確認されて

いる冊数はわずかです。ティンダルは1535年にアントワープで逮捕され、翌年、異端の判決を受け

て処刑されました。ティンダル訳聖書の訳文は、『マシュー聖書 』『主教聖書 』を経て『欽定訳聖書 』

の本文に受け継がれ、近代英語の形成に大きな影響を及ぼしました。

本書は、ティンダルによる英語新約聖書の出版450周年を記念して1976年に出版されたリプリン

ト版です。

19 ウィクリフ派「旧約聖書」（写本断簡）
Wycliffe Bible, in English

慶應義塾図書館所蔵

England・ca.1400-1430



28 29

『
欽
定
訳
聖
書
』と
そ
の
周
辺

Ⅲ
21 22マシュー聖書 主教聖書

The Byble : that is to saye, all the Holye Scripture The Holy Byble, conteining the Olde Testament and the Newe

London・Nicolas Hyll・1551 London・Christopher Barker・1585

『マシュー聖書（The Matthew Bible ）』の名は、訳者“トマス・マシュー（Thomas Matthew）”の

名に由来しますが、このトマス・マシューとは、ティンダルの僚友ジョン・ロジャーズ（ John Rogers, 

ca.1500-1555）の偽名と言われています。1536年にティンダルが処刑された後、残された旧約聖書

の遺稿をもとに、 1537年にロンドンで初版が出版されました。『マシュー聖書』は大型のフォリオ（二

つ折）版として出版され、全編にわたり注と引照を備えるなど、読み易かったことから、広く普及しま

した。しかし、本文の一部に残るティンダル訳の影響が保守層からの反感を買い、イギリス王室はマ

イルズ・カヴァデール（Miles Coverdale, ca.1488-1568）に『マシュー聖書』の改訂を指示します。こ

れが、 1539年の『大聖書（The Great Bible ）』です。本書は1551年に出版された第３版です。なお、

著者と目されるジョン・ロジャーズも1555年に処刑されました。

本書は、『大聖書』の改訂を目的に1566年にカンタベリー大司教パーカー（Matthew Parker, 1504-

1575）の主導で企画され、国内の主教による共同作業で訳文が完成されたために、『主教聖書』と呼

ばれています。1571年には、カンタベリー大主教区の会議により大聖堂や各教会での使用が決めら

れました。『主教聖書』は多くの版を重ねましたが、一方で『ジュネーヴ聖書』に対する民衆の支持に

は抗すべくもなく、やがて1611年に『欽定訳聖書』が出版されることとなります。『欽定訳聖書』は、

この『主教聖書』を基に、それまでに出版されていた『ティンダル訳聖書』『マシュー聖書』『大聖書』

『ジュネーヴ聖書』における訳文との比較考量を経て、誕生しました。
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23 24ジュネーヴ聖書 欽定訳聖書

The Bible : translated according to the Ebrew and Greeke, ... The Holy Bible, conteyning the Old Testament, and the New

London・Robert Barker・1600 London・Robert Barker・1611

本書は、カトリック復帰を図ったイギリス女王メアリー１世によって追放されたピューリタンの手に

より、1560年にスイスのジュネーヴで翻訳・出版された英語聖書で、通称『ジュネーヴ聖書（The 

Geneva Bible ）』と呼ばれています。『ジュネーヴ聖書』は、16世紀のイギリスで人 に々最も愛された

聖書と言われています。大量印刷の技術を駆使して数多く出版され、他の公用版の聖書と比べて

一般の人々でも直接手に入れやすかったためです。加えて、シェイクスピア（William Shakespeare, 

1564-1616）やバニヤン（John Bunyan, 1628-1688）などの文学者たちがその作品に『ジュネーヴ聖

書』から引用したため、これ以降も英文学史、また英語の歴史において重要な位置を占めることにな

りました。ピューリタンの人々は『ジュネーヴ聖書』が教会の公用になることを望んでいましたが、本文

の欄外に書かれている注が王政に対して批判的であったために（例えば、写真矢印部分のダニエル

書６章22節注 i）、イギリス王ジェームズ1世は新しい聖書翻訳を決断したとも考えられています。本書

は、数ある版のうち1600年にロンドンで出版されたもので、王室御用達の印刷業者ロバート・バーカー

（Robert Barker, d.1645）が出版しました。

1611年公刊の英語聖書は、『ジュネーヴ聖書』を嫌ったイギリス王ジェームズ１世の命により翻訳

編集されたため、『ジェームズ王聖書（The King James Version ）』、あるいは『欽定訳聖書（The 

Authorized Version）』と呼ばれます。出版後400年以上を経た今日にいたるまで、英語圏で特に親

しまれてきました。『欽定訳聖書』は、 1604年から７年の歳月をかけて、 50人近い翻訳者たちにより、

『主教聖書』を基に、既に存在していたいくつかの英語聖書を参照しながら「より良い聖書の翻訳を

つくる」ことを目的に生み出されました。美しく格調高い訳文は多くの人 か々ら愛用され、シェイクスピ

アの作品と並んで、近代英語の文体形成に大きな役割を果たしたと言われています。

『欽定訳聖書 』の初版は、現在確認されている残存部数が200部にも満たず、その中でも全ペー

ジ揃っているものは50部にも満たないと言われています。初版初刷は、ルツ記３章15節で“she went 

into the citie ”とすべきところを“he went into the citie”と誤って印刷してしまったことから、“He 

Bible ”と呼ばれることがあります（写真矢印部分参照 ）。さらに、『欽定訳聖書 』のタイトルページに

は「木版刷 」と「銅版刷 」の２種が存在することが知られています。本書は木版刷のもので、新たな

タイトルページの作成が間に合わなかったために、 1602年に出版された『主教聖書 』の木版タイトル

ページを流用したものです。
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26 ドゥエー＝リームズ聖書（リプリント版）

The Holie Bible : Doway, 1609, 1610

京都・臨川書店・1990

イングランド教会の『祈祷書（The Book of Common Prayer ）』には、教会における礼拝や儀式、

祈りのすべてが記されており、公的および私的な信仰生活がこれによって行われる重要な書物で

す。ヘンリー８世（Henry Ⅷ, 1491-1547）によるイングランド教会の設立後、その子、エドワード６世

（Edward Ⅵ, 1537-1553）治下に出版された『（第一）祈祷書』（1549年）が最初です。その作成には、

トーマス・クランマーが大きく貢献しました。その後、1552年、1559年、1604年と改訂されましたが、

1662年、王政復古により王位に復位したチャールズ２世（Charles Ⅱ, 1630-1685）によって制定された

『祈祷書』は、今日に至るまで、アングリカン教会の祈祷書として親しまれています。本書はギリシア

語の新約聖書と合本になっており、余白のページには、以前の使用者による書き込みが見られます。

前述のように、 14世紀のウィクリフの時代から17世紀の宗教改革期まで、イギリス王室に近いイ

ングランド教会だけでなく、プロテスタント各派によって英語聖書が出版されてきました。プロテスタン

トの勢力が大きくなるのに対抗して、カトリック教徒による英語聖書が出版されます。これが『ドゥエー

＝リームズ聖書』です。巻頭にある「ドゥエー」とは、この聖書が印刷出版されたフランスの地名から

取られています。本書は、トリエント公会議において「霊感を受けた聖書」と認定されたラテン語聖書

『ウルガタ』から翻訳されているため、ギリシア語原典から翻訳したプロテスタントの英語聖書とは性

格が異なります。本書は、1990年に京都の臨川書店から出版されたリプリント版です。

25 祈祷書
The book of common-prayer, and administration of the sacraments, and other rites 
and ceremonies of the church, according to the use of the Church of England

London・John Bill, and Christopher Barker・1662
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関西学院のルーツにあるメソジスト運動を始めたジョン（兄、

John Wesley, 1703 -1791）とチャールズ（弟、Charles Wesley, 

1707-1788）のウェスレー兄弟は、生涯、イングランド教会の聖

職者として『欽定訳聖書』や『祈祷書』を愛し、用い続けまし

た。同時に、ジョンは新約聖書を研究し、古代・中世のキリスト

教思想家に学び、また同時代のモラヴィア派からも影響を受け

て、独自の信仰理解をもつようになり、それを書籍やパンフレット

を使って広めようとしました。特に、ジョンは書籍を読んで信仰

を深めることを推奨し、自身の説教や論文を出版し、また、古

典となっていたトマス・ア・ケンピスの『キリストに倣いて』を翻訳

したり、様 な々信仰書を集めて A Christian Library を編纂

しました。晩年になってからは、自分の著作集の編纂にもあ

たっています（1771−1774年、全32巻）。ジョンの著作は、現

在も、メソジストとその神学を受け継ぐ諸教派（ホーリネス、ナ

ザレン、救世軍など）において読まれ続けています。主な著作

は、現在、インターネット上でも読むことができます。

一方、チャールズは、生涯に6,000とも8,000とも言われる

賛美歌詞を書いたことで知られています。その詞は、聖書

の暗喩をふんだんに含み、伝統的な祈りの言葉や賛美を

折り込みながら、キリスト教の教えを表現しています。同時

に、信仰の感情的な部分（sentiment）を表現し、その多く

は、キリスト教信仰を持つ者として生きていくということを強

調しています。チャールズの詞は、今日でも広く歌われ、英

米のメソジスト教会のみならず、イングランド教会系の諸教会

（アングリカン教会）や日本においても親しまれています。

ウェスレー兄弟のイングランド教会内の運動（メソジスト・

ソサエティー）は、アメリカでは独立した教派として組織さ

れました。関西学院は、アメリカのメソジスト諸教派のひと

つ、南メソジスト監督教会（The Methodist Episcopal 

Church, South）の宣教師ウォールター・ラッセル・ランバス

（Walter Russell Lambuth, 1854-1921）によって1889年

に創立されました。

Ⅳ
18世紀イングランドにおけるメソジスト運動と出版
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27

27

28

28

賛美歌と聖なる詩（1739年） 賛美歌と聖なる詩（1749年）
Hymns and sacred poems Hymns and sacred poems

London・William Strahan・1739 Bristol・Felix Farley・1749

1739年、 36歳のジョン・ウェスレーは野外での説教を始めます。イングランド教会の礼拝堂で説

教することを拒否されたからですが、こうして、形骸化した18世紀イギリスのキリスト教を回復させる

ウェスレーの信仰復興（リバイバル）運動がさらに広範なものになっていきました。No.27は、チャール

ズとの共同による編著です。この後、メソジストは「歌うメソジスト（Singing Methodists）」と揶揄さ

れるようになりますが、チャールズの詩によってジョンの唱えた信仰理解は人 の々心に染みこんでいき、

チャールズの賛美歌は「メソジストの信仰の教科書」と評価されるようになります。

1739年の初版（No.27）はウェスレー兄弟が編集した３冊目の賛美歌集ですが、1749年の改訂

（第４）版（No.28）では、２巻本となり450以上の賛美歌（詞）を収めるほど、内容が充実していきま

した。ウェスレー兄弟の賛美歌集編纂はその後も続けられ、1780年に出版された『メソジストと呼

ばれる人びとが用いるための賛美歌集（A Collection of Hymns for the Use of the People Called 

Methodists ）』が、その到達点だと考えられています。
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29 30新約聖書注解 説教  信仰による救いについて

Explanatory notes upon the New Testament A sermon on salvation by faith. 15th ed.

New York・Phillips & Hunt・18-- London・Printed for G. Whitfield・1798

メソジストの教理は、ジョン・ウェスレーの『新約聖書注解』と『標準説教』に表されていると言われ

ています。本書は、『新約聖書注解（Explanatory Notes upon the New Testament ）』（初版1754年）

で、19世紀にニューヨークで出版されたものです。新約聖書本文は、ウェスレー自身が原典から訳

したものが用いられています。序文では、1742年に出版されたドイツのルター派敬虔主義者ベンゲ

ル（ Johann Albrecht Bengel, 1687-1752）による新約聖書の注解書Gnomon Novi Testamenti を翻

訳・編集し、さらに自身による解説を加えたことが述べられています。彼が心がけたのは、高度な教

育を受けていない人でも新約聖書を理解できるように、できるだけ簡単な言葉で解説することでした。

そのため、各書のはじめには、その書の概要や主要なテーマについての説明が書かれています。ま

た、ウェスレーは、1765年には『旧約聖書注解』を著しています。       

ジョン・ウェスレーは生涯、説教を続けましたが、そのうち52の説教がメソジストの教理を表すもの

として、「標準説教（standard sermons）」と呼ばれています。本書に記されているのは「信仰による

救いについて」と題された、新約聖書エフェソの信徒への手紙２章８節に基づいたもので、「標準説

教」の第１番とされています。オールダーズゲートでの回心（1738年５月24日）直後の６月18日に、オッ

クスフォードの聖マリア教会で行われたもので、大学礼拝で語られたものだと考えられます。初版は

1738年に出版され、本書は、 1798年に出版された第15版です。救いをもたらす信仰とはどのような

ものか、信仰による救いとは何かについて、聖書からの引用をふんだんに含みながら、平易に、か

つ、論理的に語っていきます。大学礼拝という性格もあるのでしょうが、ウェスレーの説教は概して

理性的で、簡明なものでした。オックスフォード聖マリア教会のホームページには、ジョン・ウェスレー

が、オックスフォード時代に同教会で説教を行ったことが記されています。

http://www.university-church.ox.ac.uk/history.html
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Ⅳ
31 32説教　ジョージ・ホイットフィールド牧師の死にあたって 原罪の教理 ： 聖書、理性、経験に基づいて

A sermon on the death of the Rev. Mr. George Whitefield, ... The doctrine of original sin : according to scripture, reason, and experience 

London・J. and W. Oliver・1770 Bristol・E. Farley・1757

ジョージ・ホイットフィールド（George Whitefield, 1714-1770）は、ウェスレー兄弟とともにメソジスト

運動の創始者のひとりであり、特にアメリカ植民地への伝道で重要な役割を果たしました。兄弟とは

オックスフォード大学のホーリークラブで親しくなり、ともに当時のキリスト教を改革する道を志します。

ホイットフィールドは説教に長け、その弁説に涙しあるいは気を失ってしまう信者もいたと言われてい

ます。ホイットフィールド自身は予定説（No.33参照）を採っていたため、ウェスレー兄弟と袂を分かち

ます。しかし、本書に示されているように、親交は絶えることなく、ホイットフィールドの葬儀にあたっ

ては、遺言によりジョンが説教し、チャールズは賛美歌を作っています。

ジョン・ウェスレー 54才の時の著作である本書は、ノリッジの非国教会派の牧師であったジョン・テ

イラー（ John Taylor, 1694 -1761）の、やはり原罪についての著作『原罪に関する聖書の教理（The 

Scripture Doctrine of Original Sin ）』（1740年、1741年第２版）に対する応答として書かれたもので

す。ジョン・ウェスレーは、テイラーの学識を高く評価しながらも、その教説を「古い理神論が新しい

装いで現れたもの（old Deism in a new dress）」と厳しく批判しています。ウェスレーは、人間を「完

全に堕落した状態」にあるととらえ、信仰を持つのにも、それに「先行する恵み」が必要であると考え

ています。イエス・キリストの贖いによってのみ「義」と認められるとするキリスト教の教義をさらに強調

したと言えるでしょう。本書のタイトルに掲げられた「聖書」「理性」「経験」は、「伝統」と共に、ウェス

レーの神学において重要な要素であると考えられています。
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Ⅳ
34 キリスト者の手本：あるいは、キリストに倣いて

The Christian's pattern, or, A treatise of the Imitation of Christ

London・Printed for C. Rivington・1735

17世紀末に出版された『ある長老派信者とバプテスト派信者のあいだの対話 』をもとに出版された

書物です。本書は改訂増補された第２版で、その後も版を重ねました。ジョン・ウェスレーは、イン

グランド教会に大きな影響を与えたカルヴァン（ Jean Calvin, 1509-1564）の教説に尊敬を払い、大

きく影響を受けながらも、その「二重予定説 」（世界の始まる前から、救いに予定されている人と、

滅びに予定されている人があるとする説 ）には強く反対しました。ヤコブス・アルミニウス（ Jacobus 

Arminius, 1560-1609 ）の主張に沿って、万人の救済と救いを受け入れる意志の重要性を主張する

ようになります。1778年から発刊された雑誌を、ジョン・ウェスレーは『アルミニウス主義雑誌（The 

Arminian Magazine ）』と名付けるほどでした。

本書は、15世紀の宗教思想家トマス・ア・ケンピス（Thomas à Kempis, ca.1379-1471）の著作『キリ

ストに倣いて（De imitatione Christi ）』のジョン・ウェスレーによる翻訳です。本書が出版された1735

年は、やはりイングランド教会の司祭であった父サミュエル・ウェスレー（Samuel Wesley, 1662-1735）

が亡くなり、ジョン・ウェスレー自身もジョージアなど各地への伝道を始めた年です。『キリストに倣い

て』は、宗教改革以前にはキリスト教信者のあいだで最も広く読まれ、キリスト教徒としての日々 の営

みの手引きのひとつとして用いられていました。ジョン・ウェスレーは本書に大きく影響を受けており、

翻訳にあたっては、彼自身が全面的に校訂を施しています。

33 予定論者とその友人との対話
A dialogue between a predestinarian and his friend. 2nd ed. corrected 
and enlarged

London・W. Strahan・1741
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Ⅳ
35 36キリスト教徒のための文庫（全50巻のうち第22巻） 北アメリカにおけるメソジストの日曜礼拝

A Christian Library, v. 22 The Sunday service of the Methodists in North America 

Bristol・Felix Farley・1753 London・1784

ジョン・ウェスレーは、キリスト教徒としての信仰生活を送る（practical divinity）ためには宗教的

な知識の向上が不可欠であると考え、信仰に関する書物を読むことを推奨しました。そして、メソ

ジスト・ソサエティーのメンバーのために神学書や信仰書の抜粋を、1749年から1755年の間に A 

Christian Library  叢書として編集し、全50巻を出版しました。その中には、同時代の信仰書や説教

の他、使徒教父文書と呼ばれる「クレメンスの手紙」や「イグナティウスの手紙」、殉教者たちの評伝

なども含まれていました。本書には、「結婚した人びとの手引き」と「サンダーソン主教の著作からの抜

粋」が載せられています。

1735年のジョージア州伝道は成功とは言い難く、ジョン・ウェスレーは失意の帰国をしました

が、その後、メソジスト・ソサエティーのメンバーがアメリカに渡っていくことになります。ウェスレー

はこれらの人々のために、イングランド教会から司祭を送るよう要請しますが、拒否されたため、

トーマス・コーク（Thomas Coke, 1747-1814）をアメリカにおけるメソジスト・ソサエティーの「監督」

（superintendent ）として派遣します。アメリカのメソジストは、1784年にメソジスト監督教会（The 

Methodist Episcopal Church）を組織します。ウェスレーは、イギリスではメソジスト・ソサエティーが

イングランド教会から離脱することに強く反対していましたが、アメリカでの独立は認め、アメリカのメ

ソジストのために、イングランド教会の『祈祷書』（No.25参照）を改訂して本書を出版し、また、イン

グランド教会の教えが要約されている「39箇条」を改訂して独自の「25箇条」を作成し、送ります。本

書は、同年出版のA Collection of Psalms and Hymns for the Lord's Day と合本になったもので、日

曜日（「主日」the Lord's day）の礼拝をこの１冊で行えるようになっています。
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Ⅳ
3837 奴隷制度についての論考ジョン・ウェスレーの日誌

Thoughts upon slaveryAn extract of the Revd. Mr. John Wesley's journal

London・R. Hawes・1774Bristol・Felix Farley...・1749-1754

ジョン・ウェスレーは88年におよぶ生涯のうち、伝道をはじめた32才（1735年）の頃から死の４ヶ月

前にあたる1790年10月24日までの55年間、日々 の詳細な記録を『日誌』に書き記していました。ウェス

レーはこの『日誌』からの抜粋を自ら編集し、1740年から1789年にかけて出版しました。その目的は、

ウェスレーとメソジスト・ソサエティーに対する中傷や誹謗を鎮めるためであったと考えられています。

内容は、主に、自分の伝道とメソジスト・ソサエティーの活動についてですが、オールダーズゲートに

おける回心についての有名な記述も含まれています。また、ヘンデル《メサイア》の演奏会を聴きに

行った感想も記されています。今回展示している『日誌』３冊には、1741年９月３日から1750年７月20日

までの記述が含まれており、はじめて開かれたメソジスト協議会（1744年６月25日〜30日）の様子も記

されています。

ジョン・ウェスレーは、奴隷貿易に反対していました。本書では、アフリカから連行された奴隷たち

がどれほど酷い扱いをされているか詳細に述べた後、アフリカ人にもイギリス人と同じ権利があるこ

とを説いて、奴隷貿易や奴隷の所有を「悪行（villainy）」と批判します。さらに、キリスト教徒として

の倫理に基づいて、奴隷を解放し、奴隷貿易を終わらせるよう、強い調子で勧めます。このウェス

レーの思想は、イギリスが奴隷貿易を廃止するよう運動を指導した国会議員、ウィリアム・ウィルバー

フォース（William Wilberforce, 1759-1833）にも大きく影響を与えました。このように、ウェスレーは

徹底した奴隷制度廃止論者でした。アメリカのメソジスト監督教会が奴隷制度の是非をめぐって1844

年に南北に分裂したのは皮肉なことでした（メソジスト監督教会は1939年に再合同される）。
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Ⅳ
39 大酒飲みへの言葉

A word to a drunkard

17--

本書は、日付、著者、印刷者の記載はありませんが、ジョン・ウェスレーの著作として知られてお

り、大酒飲みを「獣」や「悪魔」にたとえて、その行いを改めるよう諭しています。４ページの小さな印

刷物ですが、他のメソジストのパンフレット（「トラクト」）と同様、巡回説教者によって各地に配布され

たと考えられます。ウェスレーは、メソジスト・ソサエティーに対して、特に蒸留酒を医療の目的以外

に使うことを厳しく戒めたり、説教において、酒の中には「毒がある」のでそれを捨てるよう勧めてい

ます（「人びとの生き方の転換について（On Public Diversions）」）。生活のすべてにおいて信仰を実

践すること（practical divinity）を大きな目的としていたウェスレーにとって、飲酒によって生活が乱さ

れることは、すなわち、信仰生活を危うくするものと考えられたのでしょう。

ジョン・ウェスレーは、説教やメソジスト・ソサエティーにおける活動とともに、貧しい人 に々対する医

療活動にも精力的に取り組み、特に電気治療に強い関心を持っていました。本書には、200以上の

さまざまな病気に対して、700以上もの治療法が挙げられています。本書は、何度も改訂され、出版

され続けました。身体の状態は信仰生活にとって重要であるとの思想から、病気を治すことは単に身

体を健康にするだけでなく、信仰生活を送るのに十分な状態を保つことだと考えられたのです。決し

て豊かでない人 が々、医者にかからず、「簡単に自然に（easy and natural）」病気を治せるようその方

法を示すことは、単に人 の々福祉を目指しただけではなく、信仰上の意味合いもあったのです。

40 医学基礎 ： あるいは、ほとんどの病気を治すための、簡単で自然な方法
Primitive physic, or, An easy and natural method of curing most diseases.  
20th ed.

London・J. Paramore・1781?
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19世紀後半において、日本は、世界で最も識字率の高い

国であり、独自の印刷技術（木版印刷）も発達していました。

宣教師たちは、ヨーロッパ、アメリカでのように、文書を用いた

宣教を日本でも行おうとしましたが、それは、日本におけるキリ

スト教受容のかたちにも影響を与えることとなりました。文書に

よってキリスト教への理解を広めようとしたことで、知識階級、

主として士族が、キリスト教を受け入れた中心的な層となり、キ

リスト教は「学ぶもの」となったのです。

宣教は日本に先だって中国で行われており、聖書や他のキ

リスト教関係書籍はすでに中国語で出版されていました。

そのため、中国語聖書に訓点を付けて日本語として読める

ようにしたものが出版されたり、翻訳の際に中国語聖書の

訳語（例えば、「歴代誌」や「雅歌」などの書名）が用いら

れるなど、キリスト教の受容そのものにも中国での宣教の影

響が大きく見られます。

一方、キリスト教に反対した人 も々、キリスト教を信じたの

と同じ士族の人々でした。彼らも書物を著すことで、その

主張を世に広めようとしました。

Ⅴ
日本語聖書と排耶論
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Ⅴ
4241 使徒行傳約翰福音之傳（復刻版）

ヨハネ フクイン ノ デン シ　ト ギョウデン

ウィーン ・ アドルフ・ホルツハウゼン ・ 1874?東京・新教出版社・1976

本書は、現存するものとしては初めて日本語に翻訳された聖書として知られている、『約翰福音

之傳 』（ヨハネによる福音書 ）の復刻版です。ドイツ人宣教師ギュツラフ（Karl Friedrich August 

Gützlaff, 1803-1851）により翻訳され、1837年に出版されました。鎖国下の日本へのキリスト教伝道

の機をうかがっていたギュツラフは、漂流難民であった尾張（現在の愛知県）出身の日本人少年３人

の協力をうけ、マカオにおいて、この事業を成し遂げました。同じギュツラフによる翻訳書『約翰上

中下書』（ヨハネの手紙一、二、三）とともに、シンガポールのアメリカン・ボード（American Board of 

Commissioners for Foreign Missions）の印刷局であった「堅夏書院」からおよそ1500部が印刷され

たと言われています。

ハンガリー出身で英 国 海 軍 所 属の宣 教 師で、 医 師でもあったベッテルハイム（Bernard J. 

Bettelheim, 1811-1870）は、香港でギュツラフと出会います。彼はギュツラフから鎖国下の日本伝道

への志を受け継ぎ、1846年に家族とともに当時半独立国であった琉球に上陸します。ベッテルハイ

ムは、那覇近郊の寺院に住み込んで街頭での伝道を行い、聖書の翻訳に取り組みました。そして、

1855年に『路加傳福音書』（ルカによる福音書）などを香港で出版しました。ベッテルハイムはその後も

漢日対訳聖書の作成を手がけ、その死後に夫人らの努力でオーストリアの東洋学者プィッツマイアー

（August S. Pfizmaier, 1808-1887）の手に渡った原稿が、ウィーン版として出版されました。本書は

そのうちの１冊で、ウィーンのアドルフ・ホルツハウゼン（Adolf Holzhauzen）印刷所で1874（明治７）

年に出版されました。独特な平仮名書きに、協力者で万葉学者であったプィッツマイアーの影響が感

じられます。
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Ⅴ
4443 約翰傳福音書馬可傳福音書

横濱・米國聖書會社・1872横濱・米國聖書會社・1872

43 44

アメリカの長老派教会系宣教師ヘボン（ James Curtis Hepburn, 1815-1911）と、同じくアメリカの

オランダ改革派宣教師ブラウン（Samuel R. Brown, 1810-1880）が共同で翻訳したマルコによる福音

書とヨハネによる福音書です。ヘボンは、近代日本の日本語聖書の歴史において最も重要な人物で

あると同時に、日本最初の和英辞典『和英語林集成 』の出版（1867年 ）や、ヘボン式ローマ字など 　

でも知られています。シンガポールで知り合った２人はそれぞれ、1859年に来日しました。２人とも来

日以前に、中国での宣教の経験や漢文の素養があったため、すでに翻訳されていた中国語聖書を

改稿し日本語聖書を準備しました。これらは日本国内において、キリスト教禁制が解かれる1873（明

治６）年以前に出版されました。

マ コ デン フクインショ ヨハネ デン フクインショ
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Ⅴ
4645 訓點舊約聖書民數紀略 : 完訓點舊約聖書創世記 : 完

横濱・北英國聖書會社・1882横濱・米國聖書會社・1881

45 46

これらは、訓点がほどこされた漢文旧約聖書の創世記と民数記です。日本に来た宣教師のほとん

どがすでに中国伝道の経験があり、また当時の日本では漢文の素養がある知識人（士族階級）が数

多くいたことから、初期においては、日本語の翻訳よりも、返り点を打った訓点付漢文聖書のほうが

求められていました。時代を経るにつれて、漢文を書き下したかたちで日本語聖書が出版されること

になります。これらの訓点付漢文聖書の底本には、バプテスト派のブリッジマン（Elijah C. Bridgman, 

1801-1861）およびカルバートソン（Michael S. Culbertson, 1819-1862）により翻訳された中国語 　

聖書が用いられています。中国語聖書の翻訳にあたっては、イギリス系の宣教師とアメリカ系の宣教

師との間でいくつかの訳語をめぐり対立していました。例えば、"God" の訳語としてイギリス系宣教師

は「上帝 」を用い、アメリカ系宣教師は「神 」を用いていました。アメリカ系宣教師の影響を受けてい

る本書では、「神 」が用いられていますが、それぞれの訳語を用いた聖書が、今日に至るまで出版さ

れています。

クンテン キュウヤク セイショ ソウセイキ :  カン クンテン キュウヤク セイショ ミンスウキ リャク :  カン
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Ⅴ

各教派から集まった委員による翻訳委員社中が組織され、1874年から順次日本語への翻訳作業が

すすめられました。それらは、1875年から分冊で出版されます。1880年には新約聖書全体の翻訳

が完成し、『新約全書』と題され、1冊の書物として出版されました。本書にある「引照」とは、新約聖

書内の関連箇所を指示するもので、「聖書によって聖書を解釈する」とするプロテスタントの正統神学

から生まれたものです。英語聖書では古くから行われており、日本語聖書の引照もこの伝統に倣った

と思われます。引照の作成はイギリス人宣教師ジョン・パイパー（ John Piper, 1840-1932）によると言

われています。写真は、キリスト自身が教えたとされる「主の祈り」（マタイによる福音書６章９〜13節）

で、この訳が、プロテスタント教会では、今日まで一般的に用いられています。

聖公会の宣教師であったイギリス人ジョン・バチェラー（ John Batchelor, 1854-1944）によって、聖

書はアイヌ語にも翻訳され、1889年から分冊で出版されました。バチェラーは、1892年から札幌に

移住し、北海道のアイヌの教育とキリスト教伝道に尽力しました。アイヌの長老からアイヌ語を学んだ

バチェラーは、アイヌ語、日本語、英語を併記したアイヌ語辞書を完成させるなど、アイヌ研究者と

して多くの功績を残しました。そのため、「アイヌの父」とも呼ばれています。本書は、バチェラーに

よってギリシア語原典からアイヌ語に全訳されたアイヌ語聖書（1897年）をもとに1981年に日本聖書

協会から出版された復刻版です。

47 引照新約全書

横濱・北英國聖書會社・1880
48 バチェラー訳アイヌ語新約聖書（復刻版）

Chikoro utarapa ne Yesu Kiristo ashiri aeuitaknup oma kambi

東京・日本聖書協会・1981

インショウ シンヤク ゼンショ
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Ⅴ
5049 聖　瑰花冠記録耶　教要理問答

1869?上海・美華書館・1866

本書は、上海にあった印刷所・美華書館で出版されたカテキズムの書物です。カテキズムとは、一

問一答の形式でキリスト教の教えを解説するもので、「教理問答」「信仰問答」とも呼ばれています。

序にある「1643年の神学者の会議」という記述やその内容から見て、『ウェストミンスター大教理問答

（Westminster Larger Catechism ）』（1648年）に基づいた翻案と思われます。印刷元の美華書館

は、中国におけるプロテスタント系出版物の大部分を引き受けていた印刷所で、ヘボンが日本語聖書

を出版する際にも、ここで校正作業をするなど、日本、中国を含めた近代東アジアにおける伝道に

おいて欠くことのできない一大拠点となっていました。この美華書館で使われていた活字が、その後

日本の近代活版印刷の先駆けとなる築地活版所に伝えられ、今日の明朝体の起源になったとされて

います。

本書は、フランス人のカトリック宣教師ベルナール・プティジャン（Bernard Petitjean, 1829-1884）

の認可のもとに出版されたいわゆる「プティジャン版」のうちの１冊です。まえがきには、「童身（処女）

聖瑪利亜（マリア）の聖きろざりよ（ロザリオ）の花園に喩る事　じわん・で・るへた（ファン・デ・ルエダ）

翻譯」と記され、1622年マニラにおいて出版されたものを再版した旨が述べられています。内容は、

ドミニコ会員ファン・デ・ルエダ（ Juan Rueda de los Angeles, ca.1580-ca.1624）がマニラで出版した

『ロザリヨの修行』（1622年）とその改訂増補版『ロザリヨの記録』（1623年）（ローマ字本）をプティジャ

ンがまとめて編纂し、漢字仮名交じりの文章にしたものです。

ヤ ソキョウ ヨウリ モンドウ セイ ロ ザ リ ヨ  キ ロク
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Ⅴ
5251 辨斥魔教論闢邪小言

神戸・船井弘文堂・1886江戸・思誠塾・1857

本書は江戸時代末期の儒学者である大橋訥庵（おおはし とつあん、1816-1862）の1857（安政４）

年の著作です。朱子学の立場から西洋文明を批判しており、当然その批判の対象にはキリスト教も

含まれています。本書の同時代への影響は大きく、大橋自身も老中安藤信正の暗殺を画策し（坂下

門外の変）、後に投獄されています。江戸時代の禁教下にこのようなキリスト教を論駁する書物が出

版されていたことは一見奇妙に思えますが、将軍吉宗による洋学推進の後は、漢籍の科学書が幅広

く流通し、それに付随して、いわゆる西洋の「天主教」の知識も一定層にはすでに広まっていたと言

われています。

本書は、目賀田栄によって著され、1886（明治19）年に出版されたものです。最初に、聖書の物

語から、ロトがその娘たちとの間に子どもをもうけたこと（創世記19章）や、ダビデがウリヤを激戦地

に送って戦死するように仕向け、ウリヤの妻を自分の妻としたこと（サムエル記下11章）などを挙げて、

神がこれらの「邪淫」を罰しないのを非倫理的であると批判しています。さらに、キリスト教の教えを

仏教の教えと対比して、キリスト教が劣っていると論じます。最後には、東方教会（正教会）、カトリッ

ク、プロテスタントの教義、儀式、習慣の違いを論ずるなど、総じて、キリスト教に関する知識を十

分に持った上で、論難しているのが特徴です。日本においては、明治期には士族らの知識階級がキ

リスト教を受容していく中心であったため、それらの人々に訴えるよう、丁寧で緻密な議論が行われ

ています。

ヘキジャ ショウゲン ベンセキ マキョウロン
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53 新約聖書 : 改譯（大正訳聖書）

横濱・米國聖書會社・1920

1880年の『新約全書』（No.47参照）に続いて、1887（明治20）年には、アメリカ、イングランド、ス

コットランドの各聖書協会の経済的助力を受けて、旧約聖書も含めた聖書全巻（旧約聖書続編は含ま

ず）が出版されています。その後、1910年に改訳委員会が組織され、ネストレ校訂版（No.61参照）

を底本として新約聖書の改訳が行われ、1917（大正６）年10月に出版されました。本書は1920年に

印刷されたものです。改訳委員会には日本人も加わりましたが、賛美歌の部分でも大きな功績を残し

た別所梅之助（1872-1945）、松山高吉（1847-1935）も委員となっています。これらの旧約聖書と大

正訳の新約聖書が、併せて『　新約聖書』として、『口語訳』（新約聖書1954（昭和29）年、旧約聖

書1955（昭和30）年）が出版されるまで、親しまれました。

シンヤク セイショ : カイヤク

聖書は教理の源泉として重視された一方、人文主義以来、

聖書の伝達に興味が持たれるようになりました。エラスムスは、

種々の写本を照合して新約聖書の校訂テクストを作成し、「本

文批評」と呼ばれる研究の嚆矢となりました。この校訂テクスト

は、『ルター訳聖書』や『欽定訳聖書』の底本となりました。し

かし、現在では、時代の制約により、エラスムスが入手できた

写本には限界があったと考えられています。19世紀以降、古

代オリエントへの関心の高まりとも相まって、より古い写本（シナ

イ写本No.58、レニングラード写本No.63など）がヨーロッパに知

られ、参照されるようになり、本文批評は大きく発展しました。

1947年には死海近郊のクムランの洞穴から多数の聖書写本

（死海写本No.57）が発見されたことにより、参照できる旧

約聖書の写本が一気に1000年以上も遡ることになりました。

これにより、本文批評が進むと同時に、それまで最古とされて

きたレニングラード写本の正確さも再認識されました。

関西学院神学部は、伝統的に聖書の研究が強いと評価

されており、聖書学、聖書本文批評学や聖書解釈学などに

おいて多くの研究者を輩出してきました。

Ⅵ
近代聖書学と印刷技術
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5554 エラスムス校訂新約聖書（第２版）エラスムス校訂新約聖書（初版）

Novum Testamentum omne, multo quam antehac diligentius ab Erasmo 
Roterodamo recognitu[m], eme[n]datum ac translatum, ...

Novum instrumentu[m] omne, diligenter ab Erasmo Roterodamo recognitum & 
emendatum, no[n] solum ad græcam veritatem, ...

Basileae・Ioannem Frobenium・1519Basileae・Ioannis Frobenij・1516

54 55

ルネサンス期ヨーロッパを代表するフマニスト（人文主義者）、エラスムスによるギリシア語原典新

約聖書の校訂版初版（No.54）と第２版（No.55）です（関西学院大学図書館では第５版（1535年）も所

蔵）。エラスムスは、ヒエロニムス（Eusebius Sophronius Hieronymus, ca.347-ca.420）によるラテン

語聖書、いわゆる『ウルガタ』への無批判な依存を脱却し、ギリシア語の原典にもとづく研究を推進

するため、本書を出版しました。

書物としての聖書は、その原本が残っておらず、さまざまな写本によって伝えられています。そこ

には、書き間違いや意図的な変更が含まれています。そこから、写本の系統を調べ、つきあわせる

ことによって、もともと書かれた原文を学問的に再構成しようとするのが、本文批評学と呼ばれる 　 

聖書学の分野です。エラスムスによるこの校訂本は、新約聖書本文批評学の嚆矢となりました。

校訂版初版（No.54）の表題にある“Novum instrumentu[m] ”という書名は、研究のための「道

具」といった意味で、通常使われる“Testamentum（証言）”の言葉を敢えて使っていません（第２版

以降は、“Testamentum”が使用されています）。

エラスムスは、この校訂版が最終的な権威を持つものとは考えておらず、批判を受け入れ、新た

な写本を手に入れるなどして、改訂を続けました。第２版以降には、注解の他、キリスト教神学に関

する論議も加えられていくことになります。この1519年出版の第２版は、マルティン・ルターが1522年

に最初のドイツ語新約聖書（いわゆる『９月聖書』）を出版した際の底本となりました。
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56 57多言語聖書 死海写本レビ記断片

Biblia Sacra Polyglotta A fragment from the Dead Sea Scrolls : 11 Qpaleolev, Fragment L.

赤外線カメラにて透過撮影した写真

Londini・Thomas Roycroft・1657

ルネサンス期以降の聖書学の営みにおいては、フマニスムス（人文主義）に共通する方法として、

原語・原典が重視されていました。最初の多言語訳聖書として有名なコンプルトゥム版（1514-1517）

から、オランダの大出版社プランタン社によるアントウェルペン版（1569-1572）、さらにパリ版（1629-

1645）を経て、４番目に出版された多言語訳の聖書が本書です。ラテン語（『ウルガタ』）、ヘブライ

語、サマリア語、カルデア語、ギリシア語、シリア語、アラビア語の他に、それまでになかったエチ

オピア語、ペルシア語を収録し、過去最大の９言語が収録されている多言語対照聖書となっていま

す。編者ブライアン・ウォルトン（Brian Walton, ca.1600-1661）はチェスター主教でしたが、オックス

フォード大学で東洋語を学んだこともある学者で、1647年に本書の製作を発案し、1652年に予約購

読を募集しました。これはイギリスにおける最も早い予約出版のひとつとされています。ウォルトンは

当時のイギリスを代表する書誌学者とともにこの困難な事業を成し遂げますが、多言語聖書の趣意書

を出版した際には、時の宰相クロムウェル（Oliver Cromwell, 1599-1658）によって「実に尊敬すべき、

また、援助に値すべき事業」であると称賛されました。

死海写本は、 1947年、死海近くのクムラン渓谷でベドウィンの羊飼いの若者によって偶然に発見

されました。それまでに知られていた最古のヘブライ語聖書は10世紀頃のアレッポ写本とレニング

ラード写本（No.63参照）で、死海写本はそれよりさらに1000年以上も古く、「世紀の大発見」と呼ば

れました。写真の死海写本断片は「11Qpaleo-Leviticus, Fragment L」（クムランの第11洞窟で発見

されたヒブル語古書体によるレビ記のL断片）のうちの一片です。これは獣皮紙と思われ、視認でき

ないものの、透過撮影で文字を確認することができます。第11洞窟からは、ヘブライ語古書体によ

るレビ記のかなり大きな断片と、同じくヘブライ語古書体による別のレビ記の写本と思われる小断片

群、申命記の一部と断片、エゼキエル書の一部、詩編の一部、アラム語ヨブ記などが数多く見つ

かっています。死海写本の大半は、現在エルサレムにあるイスラエル博物館の写本館「聖書の殿堂

（Shrine of the Book）」に収蔵されています。死海写本の多くは、インターネット上で見ることができ

ます。http://dss.collections.imj.org.il/



70 71

近
代
聖
書
学
と
印
刷
技
術

Ⅵ
58 59シナイ写本（ファクシミリ版） 新約本文批評

Codex Sinaiticus

Peabody, Massachusetts・Hendrickson・2010
東京・新教出版社・1962

59 60４世紀中頃に制作されたと言われるシナイ写本（略号    ）は、ヴァチカン写本（４世紀、略号B）、ア

レクサンドリア写本（５世紀前半、略号A）とともに、現存する最古の聖書写本のひとつです。本書は、

ギリシア語で書かれた七十人訳聖書（Septuaginta）として知られる旧約聖書の一部と、古代ギリシア

の共通語であったコイネーで書かれた新約聖書のほとんどを含んでいます。1844年にシナイ山の聖カ

タリナ修道院でドイツの聖書学者コンスタンティン・ティッシェンドルフ（Lobegott Friedrich Constantin 

von Tischendorf, 1815-1874）によって発見され、ロシア皇帝に献上されましたが、ロシア革命後の

1930年代にスターリンによって英国に売却され、現在は大英図書館、ロシア国立図書館、ライプツィ

ヒ大学および聖カタリナ修道院に分散して保管されています。このファクシミリ版は、シナイ写本の大

部分を所蔵する大英図書館が中心となり、他の所蔵３機関との協力の下に開始したシナイ写本プロ

ジェクトの一環として出版されたものです。また、同プロジェクトはシナイ写本をデジタル化しており、

インターネット上で見ることができます。http://www.codex-sinaiticus.net/

著者、蛭沼寿雄（ひるぬま としお、1914-2001）は、東京大学を卒業後、1949年から1982年まで

関西学院大学文学部で言語学の教鞭をとっていました。『新約本文のパピルス』は、新約聖書のギ

リシア語原典本文批評の大家であった蛭沼が生涯をかけた全３巻の大作で、新約聖書のパピルス写

本を番号順に可能な限り写真を添えて紹介しています。世界的に見ても稀な事業ですが、大変残念

なことに、第３巻完成を前に蛭沼が死去したため、大学の関係者が遺志を継ぐ形で遺稿を編集し、

2010年に大阪キリスト教書店から出版して完結させました。

『新約本文批評』は、それに先立つものですが、本文批評に欠かせない写本について丁寧に紹介

されており、本文批評学に関する格好の入門書となっています。
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60 新約本文のパピルス

大阪・大阪キリスト教書店・1994-2010

本書は、今日、学術的に高い評価を受けている新約聖書の校訂版です。ドイツの聖書学者エー

バーハルト・ネストレ（Eberhard Nestle, 1851-1913）によるギリシア語校訂版を、やはりドイツの聖書

学者であったクルト・アーラント（Kurt Aland, 1915-1994）が再校訂して出版したことから、通称「ネス

トレ＝アーラント（NA）」と呼ばれています。初版が出されて以来、本文批評学の進展に合わせて改

訂が加えられ、 2012年には第28版が出版されました。写本の照合によって再構成された本文の下

に校訂注（apparatus）が記される形で紙面が構成されており、注には、この本文を再構成するため

の根拠となる写本が記号（     、A、B、パピルス番号など）で示されています。

※解説はp.71をご覧ください。

© 2012 Deutsche Bibelgesellschaft, Stuttgart. Used by permission.

61 ネストレ＝アーラント校訂ギリシア語聖書
Novum Testamentum Graece : begründet von Eberhard und Erwin Nestle. 
28. revidierte Aufl.

Stuttgart・Deutsche Bibelgesellschaft・2012
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6362 レニングラード写本（ファクシミリ版）松木治三郎著作集 第１巻

The Leningrad Codex : a facsimile edition

Grand Rapids, Michigan ・ W.B. Eerdmans ・ 1998
東京・新教出版社・1991

松木治三郎（まつき じさぶろう、1906-1994）は福井県に生まれ、1951年から定年となる1975年ま

で関西学院大学神学部で新約聖書学を教えました。1953年から1991年までは、日本基督教団塚口

教会の牧師としても働きました。また、長く日本新約学会会長の重責を担い、その間、新約聖書の

解釈を中心とした研究を多く発表するとともに、多くの牧師、新約聖書研究者を育てました。この著

作集第１巻は、松木の主要著作である「使徒パウロとその神学」を収めています。

※解説はp.76,77をご覧ください。
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6564 ビブリア・ヘブライカ・クインタビブリア・ヘブライカ・シュトゥットガルテンシア

Biblia Hebraica quinta editione, fasc.5Biblia Hebraica Stuttgartensia. editio secunda emendata

Stuttgart・Deutsche Bibelgesellschaft・2007Stuttgart・Deutsche Bibelstiftung・1984

No.63は、ヘブライ語で書かれた旧約聖書の写本であるレニングラード写本のファクシミリ版です。

レニングラード写本は、ヘブライ語聖書写本の伝承を保存・校訂するマソラ学者（「マソラ」は「伝承」

の意 ）の家系であるベン・アシェル家によって1008年に作成されたと考えられ、ヘブライ語聖書正典

の全巻を含む最古の写本です。マソラ学者は本文を書き写しただけでなく、校訂の結果を欄外の注

に記したり（「小マソラ」と呼ばれる）、チェインリファレンスを作成したりしました（「大マソラ」）。1863

年以降、サンクトペテルブルクにあるロシア国立図書館に保存されていたものが、ロシア革命以後に

ヘブライ語学者たちから「レニングラード写本 」（略号L ）と呼ばれるようになり、ソ連邦崩壊によりレニ

ングラードの都市名が失われた後も、その名を遺しています。同じくヘブライ語写本として、レニン

グラード写本よりも古いものと考えられるアレッポ写本（エルサレム・ヘブライ大学所蔵 ）は、一部が

失われてしまっています。アレッポ写本を基にした校訂版がヘブライ大学から出版され始めましたが、

まだ、ごく一部しか出版されていません。

ヘブライ語聖書の代表的な校訂版として広く用いられている『ビブリア・ヘブライカ（Biblia 

Hebraica ）』は、このレニングラード写本を底本としています。現在広く用いられているのは、『ビブリ

ア・ヘブライカ・シュトゥットガルテンシア（Biblia Hebraica Stuttgartensia ）』（BHS。現在は改訂第５版）

です。また、現在、その後継版であるBiblia Hebraica Quinta（BHQ）が刊行中です（全20巻のうち

６巻が出版されている）。校訂版では、上にレニングラード写本の本文が活字体で印刷され、その下

に校訂注が書かれるという、ネストレ＝アーラント校訂ギリシア語聖書（No.61）と同じ紙面構成になっ

ています。BHQでは、巻末に、さらに詳しくなった注が記され、「マソラ」についての解説も記されて

います。本文下の校訂注には、No.57の死海写本の他、古代語訳（七十人訳（ギリシア語）、古ラテ

ン語訳、タルグム（アラム語訳）、『ウルガタ』など）との照合の結果が記されますが、現代において

は、完本としてのレニングラード写本の本文を尊重する傾向が、新約聖書の本文批評に比べて強い

のが特徴と言えるでしょう。

63 64 65

© 1977 and 1997 Deutsche Bibelgesellschaft, Stuttgart. Used by permission. © 2007 Deutsche Bibelgesellschaft, Stuttgart. Used by permission.
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6766 城崎進　「旧約釈義 創世記 1」（『聖書雑誌』1966年4月号）ヨブ記註解

東京・日本基督教団出版部・1966東京・日本基督教団出版部・1954

松田明三郎（まつだ あけみろう、1894-1975 ）は、関西学院神学部で旧約聖書学を教えていまし

たが、神学部は戦時体制における牧師養成機関の再編を受けて1943年５月に閉鎖され、日本西部

神学校となり、さらに1944年３月に日本基督教神学専門学校（現東京神学大学 ）に統合されました。

これに伴い、松田は日本基督教神学専門学校に移りました（戦後、神学部は1948年新制大学にお

いて文学部の神学科として復活し、1952年に神学部神学科として独立している）。松田はこの『ヨ

ブ記註解 』の他、詩編や箴言など、韻文の研究で知られ、私訳と注解を載せた書物を多く著して

います。

城崎進（じょうざき すすむ、1924- ）は、神戸市出身で、関西学院大学（旧制 ）予科、商経学部を

経て、新制大学文学部神学科１期生となりました。1954年から、神戸女学院院長に就任する1990年

９月まで、関西学院大学神学部で旧約聖書学を教えました。1981〜1985年は関西学院大学学長も

務めています。その傍ら、日本基督教団神戸東部教会、芦屋山手教会などで牧師を務め、次世代

の牧師、研究者を育てました。この『聖書雑誌 』は、日本基督教団出版部から、牧師向けの聖書研

究雑誌として発刊されたもので、第１号から、旧約聖書と新約聖書の釈義が連載されています。城

崎は、ドイツの新約聖書学者ルドルフ・ブルトマン（Rudolf Bultmann, 1884 -1976 ）が提唱した「非

神話化 」をヘブライ語聖書の解釈に取り入れて、日本において「実存論的解釈 」を行った最初の研

究者の一人です。この『聖書雑誌』の連載では、創世神話（創世記１〜11章）の実存論的解釈が展

開されています。
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聖書や、定められた祈りの言葉を記した『 時祷書』は、信

仰生活にとって重要な位置を占めていました。財力のある者

は聖書を細密画（ミニアチュール）で飾るなど、美しく印刷・装

丁して所有しました。印刷技術の進展によって、聖書も時祷

書もより安価に手に入るようになり、多くの家庭が自分たちの

聖書を持つようになりました。それでも、今よりも書物が高価

であった時代、聖書はそれぞれの家庭において最も重要な

蔵書であり、そこに、誕生や結婚、死亡など、家族の記録を

書き込むようになりました。現在でも、家族の記録を書き込

むための欄を備えた聖書が出版されており、「家族用聖

書（Family Bible）」と呼ばれています。また、愛書家に

とっても、聖書は重要な収集対象となり、そのような人々向

けに、より豪華な聖書も印刷され、販売されました。そこに

は、写本をまねた挿絵や彩色、時代が下がれば、銅版画

を用いた挿絵などが含まれていくことになります。

Ⅶ
個人・家庭と聖書
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本書は、フランス中東部の都市リヨンの印刷者ペトルス・ウンガルス（Petrus Ungarus）が出版した

ミサ典礼書です。中世彩色写本を模して手彩色の欄外装飾が施され、全ページ大サイズの木版画

２点が収録されています。本書にはタイトルページに“Pro Sacello B. Magdalence Ecclesiae Lugd.”

という、リヨン大聖堂のマグダラのマリア礼拝堂に関係する書き込みがあることから、リヨンにおける

ミサで実際に使用されていたと推測できます。リヨンは、パリなどのフランス北部の諸都市と、ミラノ、

ヴェネチアなどのイタリア北部の諸都市との中継都市として、フランスにおけるインキュナブラの出版

文化が栄えた街でした。キリストの生涯を描いた挿絵入りイニシャルが31点あり、いずれも彩色が施

されています。本書には、日曜日や祝日ごとに異なる固有文や聖書朗読箇所、すべてのミサに共通す

る通常文や司式司祭が唱えたり歌ったりする式文が載せられています。特に、司祭の歌うべき部分に

方形四線の楽譜が収録されています。本書はリヨンの大聖堂図書館に４部（うち完本は２部）、ヨーク

の大聖堂図書館に１部現存するのみで、インキュナブラとしても非常に希少なものといえます。

16世紀ヴェネチアの有力な印刷業者のひとりであるルカントニオ・ジュンタ（Lucantonio Giunta, 

1457-1538）印刷所で出版されたラテン語の典礼書です。ジュンタ家は聖書、典礼書、聖務日課書な

どの宗教書を得意にしていた印刷業者で、16世紀をとおして活躍しました。本書は２段組みで、司教

だけが執り行うことのできる儀式を収めた司教用典礼書です。唱えるべき部分は黒で、動作や執行

上の規定を記した典礼注記は赤で印刷されています。この典礼注記は、写本の時代には赤インクで

書き込まれたため、「ルブリック」と呼ばれ、この典礼書でも赤で印刷されています。司教が行う典礼

の様子が、木製挿絵でテクストに多数挿入されています。写真は司教が人 の々ために最も頻繁に行う

堅信礼の様子を載せたページ、展示ページは司教聖別の式文とその様子を載せたページです。

68 69リヨン式ミサ典書 司教用典礼書
Missale ad vsum Lugdunen[se] Paulo III Pont. Max. Pontificale Romanum in quo (ultraque in aliis 

pontificalibus hactenus impressis habent[ur]) nup[er] addita sunt

慶應義塾図書館所蔵 慶應義塾図書館所蔵

Lyons・Petrus Ungarus・1500　
Venetiis・Apud Iuntas・1543
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70 71ラテン語時祷書（写本） ローマ式ラテン語時祷書

Horae Beatae Virginis Mariae, cum calendario Horae B[eatae] M[ariae] V[irginis] : use of Rome

14-- Paris・Gille Couteau for Guillaume Eustace・1513

時祷書とは、キリスト教信者が日常の祈りに際して使用した書物のひとつです。当時、修道院など

で行われていた時祷（Officium horarum、聖務日課、現在では「教会の祈り」）は、唱えられる詩編や

祈りが日によって異なるなど、複雑なものでした。時祷書は、その複雑な聖務日課を容易に唱えるこ

とができるよう、編集されたものです。本書は15世紀に写本された聖母マリアの小聖務日課のための

もので、ヴェラム（羊皮紙）にゴシック体で筆写されており、欄外装飾にはブルゴーニュ様式で、金・

青・赤・緑によりアカンサスの葉・花・木の実が美しく描かれています。また、猿・鳥に加えて想像上の

怪獣も描かれていることが確認できます。本文中には聖書における「受胎告知」「聖母子」「エリザベ

ト訪問」「羊飼い達へのお告げ 」「占星術の学者たちの礼拝」「幼子イエスの奉献」「ヘロデ王の幼児虐

殺」「聖母の戴冠」「磔刑」「聖霊降臨」の物語がイニシャルの中に細密画（ミニアチュール）として描か

れています。

本書は、16世紀初頭のパリで印刷された聖母マリアの小聖務日課のための時祷書です。時祷書

の印刷は、それまでの手作業による15世紀の時祷書や聖務日課書などの写本制作法をもとにして行

われました。当時の最新技術によって一度本文が印刷された後に、写本の時祷書に似せるように手

彩色や鮮やかな金箔装飾が施されました。もはや一目では彩色写本との区別がつかない程に、美し

い仕上がりとなっています。活字についてもヴェラム（羊皮紙）の上に写生による手書き文字を模した

バタード体と呼ばれる書体で印刷され、聖書の場面を描いた35点の銅版手彩色の細密画（ミニアチ

ュール）が収められています。冒頭の15ページにわたる暦の部分はフランス語で、それ以降はラテン

語で書かれています。各月の聖人にまつわる暦には人生を12ヶ月になぞらえて各月を比較した四行連

詩が配置されています。
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73 聖書　銅板画挿絵入り（マクリーン刊行）

The Old Testament, embellished with engravings, from pictures and 
designs by the most eminent English artists

London・Printed for Thomas Macklin, by Thomas Bensley・1800

『ウルガタ』は、ヒエロニムスによって４世紀末にヘブライ語、ギリシア語原語から、それ以前のラテ

ン語聖書も参照しながら翻訳されたと伝えられるラテン語聖書であり、中世においては唯一の聖書で

した。また、宗教改革によって各国語の聖書が生まれた後も、カトリックにおいては、正典としての

地位を保ち続けました。ヒエロニムスは、写真の絵のように、ライオンとともにシリアの荒野で修業す

る隠者として多くの絵画に描かれています。本書は、各章のはじめに、理解の助けとなることを意図

して、内容を表した挿絵が挿入されています。家庭向け、あるいは、教養のある読者向けとして企

画されたものと思われます。

本書は、1800年に出版された、豪華な挿絵入り聖書です。ロンドンの画商であったトマス・マ

クリーン（Thomas Macklin, 1752/3-1800 ）の企画で、著名な印刷者であったトマス・ベンズリー

（Thomas Bensley, 1760-1833）が印刷しました。18世紀以前に印刷された英語聖書の中で最も大

きいことでも有名です。1790年頃に計画が始まり、すぐに富裕層からの予約でいっぱいになりまし

た。ジョシュア・レイノルズ（ Joshua Reynolds, 1723-1792）などの18世紀の一流画家によって描かれ

た絵画をもとに78枚の銅版画が挟みこまれています。この聖書はイギリス王ジョージ３世（George Ⅲ, 

1738-1820）に献呈され、予約者名簿には名士、貴族が名を連ねており、この出版がいかに華 し々

いものであったかをうかがわせます。本書の成功により類似の聖書が数多く出版され、ラファエロや

プッサンなどの巨匠による挿絵入り聖書が登場しました。

72 ウルガタ　挿絵入り
Biblia : ad vetustissima exemplaria nunc recèns castigata

Venetiis・Nicolai Beuilaquæ・1576
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74 75挿絵入り聖書（ハーパー社刊行） ダヴズ・プレス刊行英語聖書

The illuminated Bible The English Bible : containing the Old Testament & the New

New York・Harper & Brothers・1846 Hammersmith・Doves Press・1903-1905

本書は、近代以降にアメリカで出版された聖書のうち、革新的な聖書のひとつであるハーパー社

刊行の挿絵入り英語聖書です。版画家ジョセフ・アダムズ（Joseph Alexander Adams, 1803-1880）

によって企画された本書は、今日も存続しているニューヨークの出版社ハーパー・アンド・ブラザーズ

社によって製作されました。本書の特徴のひとつはその挿絵の量にあり、旧新約聖書に外典を合わ

せて1,600点以上の挿絵が収録されています。また出版形態もユニークで、1843年から、雑誌のよ

うに54分冊で逐次出版され、予約購読者は５万人を数えたと言われています。各分冊は25ページか

ら60ページで、値段は１部25セントでした。さらに本書は、後に紙幣印刷に活用されることになる、

最新技術であった電気製版術（印刷版を銅に電着させて固体化する技術）によって印刷されたアメリ

カで最初の出版物でした。この技術によって、印刷速度が飛躍的に向上しました。この事業は成功

し、 1846年に本書が完成すると、ハーパー社はさらに25,000部を再版し、さらに1859年と1866年に

も版を重ねました。

本書は、19世紀末のイギリスで、最高度の印刷技術による私家版出版を目的としたプライベート・

プレスのひとつである、ダヴズ・プレス（Doves Press）から出版された英語聖書です。プライベート・

プレスは、19世紀を代表する社会活動家にしてデザイナーであるウィリアム・モリス（William Morris, 

1834-1896）の晩年の仕事ケルムスコット・プレスに端を発します。ダヴズ・プレスも、モリスと親しい

関係にあった製本家コブデン＝サンダーソン （T. J. Cobden-Sanderson, 1840-1922）と、印刷業者エメ

リー・ウォーカー （Emery Walker, 1851-1933） によって、1900年に設立されました。美しい理想の本

づくりを志したダヴズ・プレスでは、 15世紀イタリアのフランス人印刷家ニコラ・ジェンソン（Nicholas 

Jenson, ca.1420-ca.1480）のローマン活字の影響を受け、現在の私たちから見てもシンプルで均整の

とれた美しい活字を作り上げました。
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2014年9月28日、関西学院は創立125周年を迎えました。その記念事業の一

環として、本学では「H.S.フォックスウェル文書」を購入しました。この文書は、19

世紀末から20世紀初頭に活躍したイギリスの経済学者、ハーバート・サマートン・

フォックスウェル（Herbert Somerton Foxwell, 1849 -1936）が、数多くの人物と

交わした約24,000点の書簡や新聞記事、ノートなどから成るきわめて貴重な私文

書コレクションです。これまで多くの経済学者によってその存在は知られていまし

たが、その全容についてはまったく公開されていなかった史料群で、H.シジウィッ

ク、W.S.ジェヴォンズ、ケインズ親子、A.マーシャル、F.Y.エッジワース、L.ワルラ

ス、メンガー兄弟、J.M.クラーク、E.ベーム-バヴェルク、J.A.シュンペーターなど

第一級の経済学者の膨大な書簡が含まれる学術的にも重要な史料群です。ま

た、この史料はフォックスウェルの思想や経済学が形成された歴史ばかりでなく、

ヴィクトリア時代後期のイギリス社会や知識階級の生活を現代に伝えています。

今回の特別展示では、この文書の中から日本の金融・通貨理論にも影響を与

えたH.S.フォックスウェルと、ロンドン大学のユニヴァーシティ・カレッジとケンブリッ

ジ大学のセント・ジョーンズ・カレッジで学び、在英中に『源氏物語』の部分訳をな

しとげ、やがて法学博士・文学博士・官僚・政治家となった末松謙澄、東京大学

卒業後、フォックスウェルとマーシャルから経済学を学び、イギリスの経済誌『エコ

ノミック・ジャーナル』の日本通信員として日本の現状を世界に伝え、帝国大学の

お雇外国人経済学教師の招聘に深くかかわった添田寿一、三井物産の創設者

で、商法講習所、東京商業学校、高等商業学校の運営や、同校のお雇外国人

経済学教員の招聘に深くかかわった益田孝など、明治期にイギリスへ留学した

日本人たちと交わされた書簡、さらにフォックスウェルの弟で、帝国大学・東京帝

国大学で経済学と財政学を、高等商業学校で商業経済学を非常勤教員として

教え、東京帝国大学教授中島力造とその学生がH.シジウィックのMethods of 
Ethics（1893年版）を『倫理學説批判』として邦訳・出版（1898年）するに際して、

翻訳権や肖像写真の入手についてシジウィックとの間で、交渉の労をとったアーネ

スト・フォックスウェルと交わされた書簡など、当時、近代化を進めていた日本およ

び日本人の有り様を明らかにする史料を展示します。ぜひご覧ください。

展示にあたって

関西学院大学 経済学部教授

井上 　智

  H.S.フォックスウェル文書と日本

琢
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Letter Letter1 21884年11月23日付
末松謙澄のH．S.フォックスウェル宛書簡

1884年11月25日付
末松謙澄のH．S.フォックスウェル宛書簡

添田寿一（1864-1929）は、筑前国遠賀郡に生まれまし

た。1882（明治15）年、東京大学文学部「政治学及理財学

科」に入学し、1884（明治17）年7月に卒業しました。大蔵

権大書記官で同大学の講師田尻稲次郎の勧めで、阪谷芳郎

とともに大蔵省に入省しました。同年9月に、大蔵省から非職

の辞令を受け、ケンブリッジ大学経済学教授のH.フォーセット

のもとで経済学を修めるつもりで渡英、11月にイギリスに着い

た添田は、H.フォーセットの死（11月6日）を知ることになりまし

た。この書簡によれば、当時ケンブリッジ大学のセント・ジョー

ンズ・カレッジの道徳学講師であったフォックスウェルのもとで

この書簡で、末松謙澄から添田寿一を紹介する1884

年11月23日付書簡（Letter１）を受け取ったフォックスウェル

は、“pupil”として添田を受け入れることを受諾したことが分

かります。当時、セント・ジョーンズ・カレッジへの入寮に試験

は不要であり、人物や学力を保証する推薦状があれば許可

されました。ただ、すでに東京大学を卒業していた添田の場

合、「カレッジに所属しない学生（non-collegiate student）」

として、大学に登録すればよかったのです。フォックスウェル

が添田を 「自分の生徒」として引き受け、書簡が示すように

末松がフォックスウェルに要請したのが添田への“periodical 

経済学を学びたいとの添田の意向を受けた末松謙澄（1855-

1920）は、同年5月に法律トライポスに合格していましたが、

その可能性についてフォックスウェルに打診したことが分かりま

す。末松謙澄がフォックスウェルと知り合った経緯を具体的に

示す証拠は未だ見つかっていませんが、末松は、ケンブリッジ

大学入学前にロンドン大学のユニヴァーシティ・カレッジで学ん

でおり、同大学の経済学教授であったフォックスウェルと知り

合った可能性があります。もしくはセント・ジョーンズ・カレッジへ

の入寮（1883年）後、道徳学講師であったフォックスウェルと

知り合った可能性があります。

occasional advice”であることから考えると、当時「コーチ」と

呼ばれていた「大学の公的な制度にはまったく関係のない私的

な教師」であったと思われます。なお、追伸によれば、1878

（明治11）年に制定された株式取引所条例に基づいて東京・

大阪で株の取引が始まり、80年代後半以降、株式会社制度

の拡大とともに、株取引は多少増加したものの、低調であっ

たことを受けた末松がフォックスウェルにこの株式取引所の問

題を相談したことが分かります。この問題についての書簡は、

この書簡を含めて7通残されています。
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Letter Letter3 41884年11月28日付
末松謙澄のH．S.フォックスウェル宛書簡

1887年8月5日付
ジェームズ・スチュアートのH．S.フォックスウェル宛書簡

末松謙澄は、1884年11月25日付のフォックスウェル宛書

簡（Letter 2）の追伸で相談した日本の株式取引所に関する

問題について、11月27日付書簡（本文書には未所蔵）で論

文の形での回答を依頼したと思われます。しかし、この11月

イギリスの教育者で政治家でもあったジェームズ・スチュアー

ト（James Stuart, 1843 -1913）から東京商業学校（現在

の一橋大学）の経済学教員および政府の経済顧問の推薦を

フォックスウェルに依頼する書簡。東京商業学校は、森有礼

が創立した私塾商法講習所をその源泉とし、イエール大学を

卒業し、ニューアークでビジネス・カレッジを創立・運営していた

ホイットニー（W.C.Whitney, 1825-82）を1875（明治8）年

8月に招聘していました。ただ、森が清国駐箚全権公使に任

命され、学校経営から離れざるを得なくなったため、同年11

月、その管理が東京会議所（後の東京商法会議所・東京商

業会議所・東京商工会議所）に委ねられ、私塾商法講習所

から東京府立商法講習所となり、1879（明治12）年商法講

28日付書簡によれば、末松はフォックスウェルが株式取引所

問題の権威であると考え、回答を論文ではなく、書簡の形で

もよく、また、その長さも新聞の社説もしくはそれより短くてもよ

いと伝えていることが分かります。

習所委員として渋沢栄一、益田孝、福地源一郎を選び規則

を制定しました。1884（明治17）年3月、農商務省管轄となり、

東京商業学校と改称され、1885（明治18）年5月、文部省直

轄となり、1887（明治20）年10月からは高等商業学校と改称

されました。

この書簡によれば、生徒の年齢は16歳から23歳で、帝

国大学の教授と同待遇であり、年収1,000ポンド（5,000

円）、相応しい人物であれば3年間雇用されるといった条件で

あったことが分かります。ちなみに、1887年に帝国大学法科

大学の財政学・理財学教師として雇用されたドイツ人 U.エッゲ

ルトの給与は月額370円（日本１円銀貨）および食料宿料40

円（日本紙幣）で、内閣総理大臣の年俸は9,600円でした。
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Letter Letter5 61887年8月9日付
アルフレッド・マーシャルのH．S.フォックスウェル宛書簡

1887年9月6日付
益田孝のH．S.フォックスウェル宛書簡

マーシャル（Alfred Marshall, 1842-1924）から、フォッ

クスウェルに日本政府の経済顧問と帝国大学の教師を推薦

した書簡。マーシャルが経済顧問の候補として、政治家の

G.J.Goschen（1831-1907）、経済・経営ジャーナリストの

R.Giffen（1837-1910）、経済学者のFoxwell、政治学者

のJ.S.Nicholson（1850-1927）、銀行家のR.H. Palgrave

（1827-1919）を、帝国大学の教師の候補として、哲学者

のW.R.Sorley（1855-1935）、オックスフォード大学のマーシャ

ルの学生で経済学者のL.L.F. Price（1862-1950）、歴史学

益田孝（1848-1938）がフォックスウェルの来日の可能性

に喜び、来日のための政府の雇用条件について打診するも

のの、自分にその条件を決定する権限がないことを伝え、加

えて、東京商業学校の経済学教員候補として、W.カニンガ

ム（William Cunningham, 1849-1919）来日の可能性に

ついて打診するよう依頼しています。この書簡によれば、益田

はフォックスウェル自身を政府の経済顧問に、また、東京商業

学校の経済学教員候補として、当時ケンブリッジ大学の講師で

フェローであったカニンガムにも声をかけていたことが分かります。

益田孝は、父の箱舘勤務時代に名村八五郎について英

語を学びはじめ、外国奉行支配通弁御用出役として勤務した

者のS.M.Leathers（1861-1938）を挙げ、各候補者の特徴

やその来日の可能性について言及しています。これらイギリス

人に加えて、マーシャルのもとで学び、ハイデルベルク大学に

転学し数ヶ月とどまってのち、1887（明治20）年に帰国してい

た添田寿一を推薦しています。マーシャルがこの段階ですでに

添田を高く評価していたことが分かります。

なお、この書簡はすでにWhitaker, J.K.（ed.）The Corres-

pondence of Alfred Marshall, Economist,  3vols., 1996

（vol.1, pp.247-48）に収録されています。

江戸では西吉十郎のもとで英語を学び、さらに通弁御用当分

出役として麻布善福寺のアメリカ公使館にも勤務しました。文

久3（1863）年、遣欧使節随員の従者として渡欧しました。

明治5（1872）年、知遇を得ていた井上馨の勧めで大蔵省

に出仕し、2月大蔵省四等出仕、同年4月造幣権頭となりま

したが、井上の大蔵大輔辞任に従い辞職しました。1876（明

治9）年、請われて三井物産社長に就き、1878（明治11）

年、東京商法会議所の創立に際し、渋沢栄一に協力し副会

頭となりました。私塾商法講習所が東京府立商法講習所と

なって以降、渋沢栄一らとともに商業教育の運営と発展に寄

与しました。
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Letter Letter7 81887年9月6日付
益田孝のH．S.フォックスウェル宛書簡

1895年6月19日付
添田寿一のH．S.フォックスウェル宛書簡

MITSUI&CO, 1, CROSBY SQUARE, LONDON と裏面

に印刷された封筒に入れられた書簡です。社用のため1887

（明治20）年3月4日より欧行の途についた益田孝が、自ら

が社長を務める三井物産のロンドン支店支配人で、この時マ

ンチェスターに滞在していた渡辺專次郎（1860-1916）を紹介

しようとしています。また、この年の8月にマンチェスターで開

催されたイギリス科学促進協会（British Association for the 

Advancement of Science）の年次大会に出席する予定の

フォックスウェルに会うつもりでしたが、それを果たせなかったこ

とも詫びています。この封筒には切手が貼られておらず、投函

帝国大学のエッゲルト（Udo Eggert, 1848-93）の後任の

経済学教師を推薦してくれるよう、添田寿一からフォックスウェ

ルに依頼した書簡です。この書簡には、帝国大学の教員雇

用契約関係書類が添えられています。その契約書は全12項か

ら成っています。雇用者（総長）・被雇用者（お雇外国人）名が

書かれ、雇入れ機関、雇入れ時期（１年契約で原則２回更新

可能）、給与、授業数などお雇外国人義務等が書かれ、英文

と和文との２通が作成されることになっています。契約内容に

よって給与等の条件は異なるものの、フェノロサ雇用と同様の

契約書のモデルに従って交渉されています。

エッゲルトはプロイセン生まれで、ゲッティンゲン大学等で学

び、1875年、同大学より財政学博士を取得し、1880年より

母校の教員に就任していました。1887（明治20）年に来日し、

田尻稲次郎（1886年3月に財政学担当教授に就任し、87年

3月まで務めた）の後任として同年3月に帝国大学法科大学教

されたことを示す消印がないことから、渡辺に持たせたものか

もしれません。この書簡では、益田と話すのと同様に、内密

事項についても渡辺に話していただきたいと依頼していることか

ら、いかに益田が渡辺を信頼していたかが分かります。

渡辺は、商法講習所に入学し、同校を卒業後、同校校長

の矢野二郎（1845-1906）の紹介で矢野の義弟 益田の三

井物産に1879（明治12）年7月に入社。1882（明治15）

年3月からロンドン支店に勤め、1885（明治18）年8月には副

支配人、1886（明治19）年5月から支配人となっていました。

師に就任し、財政学、理財学（経済学）、統計学を講じ、演

習も担当しました（-1893年2月）。また、大蔵省顧問をも兼任

しました。東京大学・帝国大学の経済学担当のお雇外国人教

師は、1878（明治11）年8月フェノロサが政治学と経済学の

講師専任となり、1882（明治15）年4月からラートゲン（Karl 

Rathgen, 1855-1921）が講師専任として統計学、国法学、

行政学を1890（明治23）年4月まで担当し、その後、エッゲ

ルトが雇用され、退職後の1893（明治26）年3月1日に鎌倉

で死去しました。同年11月にはウェンクステルン（Adolf von 

Wenckstern, 1862-1914）が雇用され、経済学、財政学、

統計学を担当し、1895（明治28）年3月まで務めました。従っ

て、この教員推薦依頼は、エッゲルトが退職し、ウェンクステ

ルンが任期満了前に退職したため、経済学・財政学担当のお

雇外国人教師が不在になったことにより行われたものであった

ことが分かります。
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Letter Letter9 101896年3月20日付
添田寿一のH．S.フォックスウェル宛書簡　

1896年6月21日付
H.A. ジェヴォンズのH．S.フォックスウェル宛書簡

添田寿一が大蔵大臣秘書官である早川千吉郎（1863-

1922）をフォックスウェルに紹介しようとする書簡です。早川千

吉郎は金沢出身で、1887（明治20）年、帝国大学法科大学

政治学科を卒業し、1889（明治22）年、同大学院農政学研

究科を修了。翌1890（明治23）年1月、大蔵省入省。官

房第一課長時代の1896（明治29）年4月イギリスへ出張し、

滞英中の1897（明治30）年8月に大蔵大臣秘書官に就任し、

10月に帰国しました。秦郁彦『 戦前期日本官僚制の制度・組

W.S.ジェヴォンズ夫人である ハリエット（Harriet Ann 

Jevons, 1838-1910）のフォックスウェル宛書簡。1881年5

月7日、著述業に専念するために退職したジェヴォンズの後任

として、フォックスウェルはロンドン大学のユニヴァーシティ・カ

レッジ教授に就任し（-1922年）、同時に、統計学のニュー

マーチ講座の職にも就きました。1882年8月13日にジェヴォ

ンズが水難事故で死去したため、フォックスウェルがジェヴォン

ズの論文集『通貨および金融の研究』の編集を担い、その序

文を書いて、1884年に出版しました。他方、ジェヴォンズ夫

人から依頼されていた遺稿集『経済学原理』の編集を始めたも

のの完成できず、ヒッグス（Henry Higgs,1864-1940）に委

ねられ、やっと1905年に出版されました。

この書簡からは、フォックスウェルが日本の大学教員に就任

するとの噂を聞いたジェヴォンズ夫人の「驚き」が伝わってきま

織・人事』（186頁）によれば、この書簡に書かれている日本

銀行監理官（ the comptroller of the Bank of Japan）に就

任したのは1899（明治32）年9月とされています。また、追伸

で、フォックスウェルの弟アーネストが、帝国大学（在任期間：

1896年4月～99年7月）で経済学・財政学を講義するために

来日（来日日は不明）したが、添田はそのアーネストに「近いうち

に会いに行くつもりです」と兄フォックスウェルに伝えています。

す。おそらく依頼した遺稿集編集の仕事がさらに遅延するこ

とへの心配からであったと思われます。このような事情につい

て、ケインズは次のように述べています。「ジェヴォンズ夫人は

不快の念を隠さなかったが、この書物は長い間、校正刷りの

ままで、ついに［フォックスウェルによっては］完成しなかった、

フォックスウェルの予定された序文を待っていた。･･･『クォータ

リー・ジャーナル・オブ・エコノミックス』1887年10月号の『覚え

書きおよび記録』の中に、それは印刷中で、その冬出版予定

と発表されていたのである！」（『人物評伝 』366頁）。この噂

は、H.S.フォックスウェルの弟アーネストの帝国大学の教員就

任と間違ってのものと考えられます。もっとも、Letter 6に書か

れているようにH.S.フォックスウェルの来日の可能性がまったく

なかった訳ではありません。
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Letter11 1898年3月24日付
アーネスト・フォックスウェルのH．S.フォックスウェル宛書簡

フォックスウェルの弟であるエドワード・アーネスト・フォックス

ウェル（ Edward Ernest Foxwell, 1851-1922）が 兄 の

H.S.フォックスウェルに宛てた書簡です。発信地は当時滞在

していた築地のThe Hotel Metropole（正式名）となってい

ます。

アーネストは、医学を学んだ後、マーシャル、フォックスウェ

ル、加えて多くの日本人が留学したケンブリッジ大学のセント・

ジョーンズ・カレッジに入学し、1874年に道徳学トライポスに

合格、1875年にはケンブリッジ大学でB.A.を取得。後に鉄

道研究の権威となりました。お雇外国人として来日したアーネ

ストは、帝国大学・東京帝国大学（1896年4月- 99年7月）で

経済学・財政学を担当し、東京高等商業学校（1897年6月1

日-98年7月31日）では商業経済学を非常勤講師として講義

しました。滞在中は、同時期に大学で英文学などを教えてい

たラフカディオ・ハーンと親しくなったり、日本の版画に関心を

もち、後にその権威ともなりました。

以下はアーネストの高等商業学校への雇用記録です。

庶第一四〇号

貴学傭英国人エルネスト、フオックスウエルニ本［明治30］年

六月一日ヨリ明治三十一年七月三十一日マテ貴学授業ノ余暇

ニ於テ一週三時宛本校商業経済学授業担任セシムル為メ相

傭度、右ハ貴学ニ於テ御差支無之候哉、此段及御照会候也

　　明治三十年五月十八日

　　　　高等商業学校長　小山健三　［印］

　　帝国大学総長　浜尾　新殿

【出典】「御雇外国人教師関係書類」古文書複製社、マイク

ロフィルムリール8巻、第４リール、東京大学附属総合図書館

［1971年マイクロ撮影・焼付終了］

Letter12 1908年3月1日付
添田寿一のH．S.フォックスウェル宛書簡

添田寿一が、東京大学時代の同級生で、渋沢栄一の娘

婿であった前大蔵大臣、阪谷芳郎（1863-1941）をフォック

スウェルに紹介する書簡です。

阪谷は、備中国後月郡西江原村（現岡山県井原市）に生ま

れ、箕作秋坪の三叉学舎に入学しました。同校の出身者に

は、平沼淑郎、東郷平八郎、鎌田栄吉らがいます。阪谷は

1876（明治9）年、東京英語学校に入学。前年の生徒名簿

には平沼淑郎、金井延、添田寿一、穂積八束、石川千代

松、田中館愛橘、内村鑑三、高田早苗らの名前があります。

1880（明治13）年7月、東京大学文学部に入学、1884（明

治17）年、文学部「政治学及理財学科」を卒業しました。同

年7月、添田とともに大蔵省に入省し、西園寺内閣の大蔵大

臣、東京市長などを歴任しました。

この書簡の直前の1908（明治41）年1月に大蔵大臣辞任、

4月15日に外遊に出発し、アメリカを経て6月2日にリィヴァプー

ルに着き、アスキス首相、グレー外相、ロイド・ジョージら政府

要人に会っています。また、造幣局等で活躍し、日本に複式

簿記を導入し、統一簿記制度を確立させるなどの貢献をした

後、イギリスに帰国し、日露戦争時の外債募集に協力してい

たアレクサンダー・アラン・シャンド（Alexander Allan Shand,  

1844-1930：在日1863 -1873）とも会っています。このシャ

ンドが創設に協力した大蔵省所属銀行事務講習所は、1886

（明治19）年5月から文部省所轄の東京商業学校の銀行専

修科となりました。
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Letter13 1910年2月6日付
アーネスト・フォックスウェルのH．S.フォックスウェル宛書簡

アーネストが兄フォックスウェルに宛てた書簡で、インフル

エンザに罹患して8日間も臥せっており、頭痛はまだ緩和さ

れないと伝えています。また、この書簡の中でアーネストは

ヘンリー・シジウィック（Henry Sidgwick, 1838 -1900）の

Methods of Ethics を邦訳した中島力造（1858 -1918）に

ついて書いています。

1898（明治31）年12月25日に中島力造閲、山邊知春・

太田秀穂共譯『倫理學説批判』（大日本図書）が出版されま

した。これはMethods of Ethics（5th ed.,1893）の翻訳

で、「本書の翻訳するに当たり、東京帝国大学法科大学教

師［アーネスト・］フヲックスウエル先生により遠く原著者に翻訳

の許可と序文と肖像とを請ひたるに、原著書の歓諾を得たり。

予輩は謹んで原著書に謝意を表し併せてフヲックスウエル先生

に謝するものなり」と書かれており、アーネストが同書の翻訳

の許可などについて中島とH.シジウィックとの間を仲介してい

たことが分かります。

中島は、J.S.ミル、H.スペンサー流の功利主義的思想が

優位を占めていたこの時期、T.グリーンの新理想主義倫理学

を紹介し、思想界に転換をもたらしました。中島は丹波国福

知山に生まれ、同志社英学校最初の学生の一人であり、同

志社専科で学んだ後、1880（明治13）年に渡米し、1884（明

治17）年ウェストルン・レゾルフ大学を卒業、1887（明治20）

年にイエール大学から神学博士号を、1889（明治22）年に

哲学博士号を授与され、1892（明治25）年に帝国大学教授

となりました。主要な著書として『輓近の倫理學書』（1896）、

『現今の哲學問題』（1900）などがあります。
ママ

ママ
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展示番号

出品リスト

「印刷技術と聖書」

展示番号

資料名 . 出版地・出版者・出版年  【所蔵】

資料名 . 出版地・出版者・出版年  【所蔵】

1.    Biblia Latina, 42 lines （Gutenberg Bible）  . Mainz ・ Johann Gutenberg and Peter Schöffer ・ 1455?

2.    Bible. O.T. Ezechiel .  East Anglia, England ・ 1345?  【慶應義塾図書館所蔵】

3.    Biblia Latina, 42 lines （Gutenberg Bible）. München ・ Idion Verlag ・ 1977-1978

4.    Bible. O.T. Genesis . 9--  【慶應義塾図書館所蔵】  

5.    Psalterium cum canticis et hymnis. Mainz ・ Johann Fust & Peter Schöffer ・ 1457  【慶應義塾図書館所蔵】

6.    Biblia cum postillis Hugonis de Sancto Charo. Basel ・ Johann Amerbach, for Anton Koberger ・ 1498

7.    An den Christlichen Adel deutscher Nation von des Christlichen Standes Besserung. Leipssgk ・　 　  
　     Wolffgang Stöckel ・ 1520

8.    Von den guten Werckenn. Wittenberg ・ Melchior Lotther ・ 1520?

9.    Determinatio theologicae facultatis Parisien super doctrina Lutheriana hactenus per eam visa, 　　　
　　   Apologia pro Luthero adversus decretu[m] Parisiensium. Wittembergae ・ 1521

10.   Deutsch Auszlegu[n]g des sieben un[d] sechtzigste[n] Psalme[n] : vo[n] dem Ostertag, Hymelfart　
　      und Pfingsten. 1521?

11.   Das diese Wort Christi （Das ist mein Leib etce） noch fest stehen widder die Schwermgeister .   　　
　 　　Wittemberg ・ Michael Lotther ・ 1527

12.   Vom Abendtmal Christi, Bekendtnis . 1528

13.   Von den Schlüsseln. Wittemberg ・ 1530

14.   Das XXXVIII und XXXIX Capitel Hesechiel vom Gog. Wittemberg ・ Nickel Schirlentz ・ 1530

15.   Die Luther-Bibel von 1534 : Vollständiger Nachdruck. Köln ・ Taschen ・ 2003

16.   Confessio odder Bekantnus des Glaubens etlicher Fürsten und Städte : Uberantwort Keiserlicher　　
　      Majestat zu Augsburg, Anno MDXXX . Apologia der Confession. Wittemberg ・ Georgen Rhaw ・ 1531

17.   Ecclesiastica historia, integram ecclesiae Christi ideam, ... per aliquot studiosos & pios viros in urbe　
　　    Magdeburgica ...  Basileae ・ Ioannem Oporinum ・ 1554?-1574

18.   Biblia : det er, Den gantske Hellige Scrifft, paa Danske igien offuerseet oc prentet effter vor 　　　　
　　　allernaadigste Herris oc Kongis K. Christian den IV ...  Kiøbenhaffn ・ 1633

19.   Wycliffe Bible, in English. England・ca. 1400-1430  【慶應義塾図書館所蔵】
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28.   Hymns and sacred poems. Bristol ・ Felix Farley ・ 1749
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　　    English artists.  London ・ Printed for Thomas Macklin, by Thomas Bensley ・ 1800

74.   The illuminated Bible. New York ・ Harper & Brothers ・ 1846
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